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昭和 53年 度

l 国民健康保険特別会計予算書



昭和 53年度 目野市国民健康保険特別会計

昭和 5 3年度日野市の国民健康保険特別会計の予算は、次に定

めるところによる。

(歳入歳出予算)

第 1条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出予算それぞれ1， 76只151 

千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、

「第 1表 歳入歳出予算」による。

(一時借入金)

第 2条 地方自治法第 235条の 3、第 2項の規定による一時借

入金の最高額は、 20， 0 0 0千円と定める。

昭和 53年 5月 ? 日提出

- ・‘ 1a 

日野市長森田喜美男
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:第 1 表 a歳入歳出予算

歳出
歳入

款 項 金 額

総、 務 費 6 4， 0 5♂何

総務管理費 5 0，3 2 7 

2. 徴 税 費 1 3， 7 2 3 

2. 保険給付費 1， 7 0 2， 0 0 8 

療 養 諸 費 1， 5 8 1， 3 3: 4 

2. 高額療養費 9 0， 5 3 0 

3. 助 産 費 2 5， 9 2 0 

4. 葬 祭 費 3，3 6 0 

5. 育児手当金 864 

3. 公 債 費

公 債 費

4. 諸 支 出 金 1， 7 0 1 

1. 儀電金来!序及び還付金 1， 7 0 1 

5. 予 備 費 1， 3 9 1 

予 備 費 1， 3 9 1 

歳 出 ム日 言十 1. 7 6史 15 1 

目 ‘ ， 

款 項 金 額

国民健康保険税 499，380 千円

国民健康 保 険 税 499，380 
-. 

2. 国庫支出金 9 T 1， 2 4 0 
"" 

国庫負担金 9 3 0， 0 3 3 

2. 国庫補助金 4 1， 2 0 7 

" 

3. 者日 支 出 金 1 3 5，4 2 8 

都 補 助 ぜ金 1 3 5， 4 2 8 

4. 繰 入 金 1 6 -0， 0 0 0 

繰 二入 ノ~ 1 6 0， 0 0 0 
. 

， 

5. 繰 越 金
見， 、 、一会 :、」

1， 0 0 0 

繰 越 4i 1. 0 0 0 

6. 諸 収 入 2，1 0 3 

延滞金及び過料 1， 0 0 1 

2. 預 金 利 子 1， 0-0 0 

3. 雑 入 102 

ぷ口』歳 入 言十 1， 7 6呪 15 1 

~2-
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昭和 53年 度

国民健康保険特別会計

予算に関する説明書



• 

• 歳入歳出予算事項別明細書



1.総括

歳入

| 1Z 国国民庫健款支康保険税

出金

3. 者B 支 出 金

4. 繰 入 金

5. 繰 越 金

6. 諸 収 入

歳 入 ぷ口』 言十

歳出

本年度
款

予算額

千円
1.総、 務 費

64，050 

2.保険給付費 1，702，008 

3.公 債 費

4.諸支出金 1.701 

5.予 備 費 1，391 

|歳出合計 1，769，151 

本年度予算額 前年度予算額 比 較

4 9 呪 38 0 千円 3 2 4， 1 2千1円 1 7 5， 2 5 9 
千円

9 7 1， 2 4 0 6 9 0， 7 4 8 2 8 0，4 9 2 

1 3 :5，4 2 8 1 1ス16 7 1 8， 2 6 1 

1 6 0， 0 0 0 1 2 0， 0 0 0 4 0， 0> 0 0 

1， 0 0 0 1. 0 0 0 。
2， 1 0 3 1， 4 0 3 7 0 0 

1， 7 6矢 15LL7J25A439 5 1 4， 7 1 2 

前年度
本年度財源内訳

一
比 較 特 定 Jft 源

予算額
医渚段;出金 地方債 その他

般財源

千円 千円 干円 千円 千円 千円

70，254 ム 6，204 51，244 。 。12，806 

1，1 76，883 525，125 1，055，4 24 。1 60，000 486，584 

。 。 。 。
2，101 ム 400 。 。 。1，701 

5，200 ム 3，809 。 。 。 1，391 

1，254，439 51 4，71 2 1.106，668 。

-5-



2. 歳
(款)

(項)

自
， 

入
1. 国民健康保険税

1 国民健康保険税

本年度 前年度

千円、 ヂ円 !

1.国民健康 49弓380 324，121 

保険 税

守

， 
; 

， 

計 49兄380 324，121 

， 

比 較

千円

1 75，259 

j・

. 

175，259 

ーもー

節

区 分 金額

千円

1.現年度分 482，574 

• 

2.滞 納 繰越 分 1 6，806 

.・ .

， 

'・

~ ~ 

!① 調定見込額

!@収入 率

説

9 0 % 

収納見込額①×②

① 調定見込額

① 収納率 70 % 

収納見込額① ×②

明

千円

536'，194 

4 8 2， 5 7 4 

2 4， 0 0 9 

1 6， 8 0 6 

(款 国民健康保険税)
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(款) 2. 国庫支出金

(項) 1. 国庫負担金

自 本年度 前年度 比 較

千円 千円 千円

1事務費負担金 38，368 30，613 ス755

2.療 養 給付費 891，665 61 0，227 281，438 

負 担 金

計 930.033 640，840 289，193 

-8-

節

区 分 金 額

千円

1.現年度分 38，367 

2過年 度分

1.現年度分 891，664 

2.過年度分

~ ~ 

~. 

、、

説; 明

。法第 69条に係る負担金;

'①被保険者 1人当り 1. 3 2 3円

予算計上額 ox② 

。 法第 7:0条に係る負担金

①補助対象給付費

②交付率 #百
予算計上領 ①×② 

3 8， 3 6 7 

2，2 2号 160

8 9 1， 6 6 4 

一?一

千円

(款国庫支出金)



(款) 2. 国庫支出金

(項) 2. 国庫補助金

節
目 本年度 前年度 比 較

区 介 金 額

説 明

千円 千円 千円 千円

1.助産費補助金 ス199 5，760 1，439 1.助産費補助金 ス199
ー ‘、

千円

。助産費補助金

1件当りの基準額 4 0， 0 0 0円X 2 1 6件×す 2，8 7 9 

6 0， 0 0 0円X 2 1 6件×す 4，3 2 0 

予算計上額 ス199
v々

~ 

ー

2.高額療養費 30，684 41，367 ム10，683 1.高額療養費 30，684 
。高額療養費補助金

補 助 金 補 助 ノ~

多

。保険税軽減費交付金

3.調整交付金 3.324 2，781 543 1.調整交付金 3，324 
Cu 6割対象

均等割 480円X2， 8 2 4人=1. 3 5 5， 5 2 0円

平等割 840円X 1. 4 7 6世帯=1， 2 3史840円

② 4割対象

均等割 320円X 1， 5 3 3人=4 9 0， 5 6 0円

平等割 560円X426世 帯=2 3 8，5 6 0円

予算計上額 ①十② 3，3 2 4 

言十
41，207 4呪908 ム8，701 じ二三Y レ/

(款国庫支出金)
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(款) 五 都支出金

(項) 1. 都補助金

目 本年度 前年度 比 較
節

区 分 金

千円 千円 -千円

1事務費補助金 12，876 11，943 933 1.事務費補助金
司も .< 

" 

2.給付費補助金 1 3，191 8，568 4，623 1.給付費補助金

~1 ' 2-

額

千円

12β76 

1 3，1 91 

説

。 事務費補助金

① 被保険者 1人当り

② 年間平均被保険者数

予算計上額 ①×② 

。助産費補助金

① 1件当りの基準額

① 支給見込件数

③ 交付撃す

⑧交付額 ①XC?)X① 

o 葬祭費補助金

(1) 1件当り補助額

② 支給見込件数

⑤交付額 ①×② 

o 育児手当金

① 1件当 り補助額

② 支給戸込件数

。交付額 ①×② 

o 結核予防法等適用者 10割給付補助

⑬補助対象見込額

予算計上額 ③+⑧+⑥+⑬ 

-13ー

明

444円

2え000人

1 2， 8 ¥，7 6 

6 0， 0 0 0円

432件

8， 6 3 9 

1 6， 0 0 0円

168件

2，6 8 8 

2， 0 0 0円

432件

864 

1， 0 0 0 

3， 1 9 1 

(款都支出金)

千円



(項) 1. 都補助金

目 本 年 度 前年 度 比 較

千円 千円 千円

3.高 額療養費 。 41，367 ム41，367

補 助 3TL 

4.老人医療助成 21，611 48，000 ご込26，389

に伴う保険者

負担増補助金

5~ 調 整補 助 費 8ス750 ス289 80，4 61 

. 

言十 135，428 

~-14-

節

区 分 ノjz 額

千円

1老人医療助成 21，611 • 
K伴 う保険者

負担増補助金

1調整補 助 金 8ス750

、

1 

~----~ 

説

廃 目

。老人医療助成に伴う 保険者負担増補助金

。格差是正補助金

高額療養費

⑧波及効果

調整割

入所老人

一一一
-15-

明

4 5， 0 0' 0 

3 0，4 2 7 

1 2， 0 7 5 

2 4 8 

』， ， 

( 款都支出金)

子円



(款) 4. 繰入 金

(項) 1.繰入金

自 本年度|前年度 上ヒ
説 明

千円 l 千円

1一般会計 I1 6 0，0 0 0 I 1 2 0，00 0 

繰入金

千円

J・ 一般会計繰入金

1 60，0 0 0 1 1 2 0，0 0 0 
一一一一一一一一一一一ーー

( 款 繰 入 金 )

ムー・ー』・

(款) 5. 繰越金

(項) 1.繰越金

1 

本年度!前年度
節

自 比 較
区 介 金 額

千円 千円 千円 子

1.繰越金 1，000 1，000 。1.前年 度 1，000 

繰 越 金

言十 1，000 I 1，000 
I 

説 明

前年度繰越金
千円

円

~じ/
一一一一一一一一一一一一一-Jー一

(款) 6. 諸収入

， (項) 1. 延滞金及び過料

(款 繰 越金 )

e 一. 

本年度 i前年度
節

目 上七 較
区 分 金 額

千円 千円 千円 千円

1.延滞金 1，000 800 200 1延滞金及び 1，000 

カ日 算金

2.過 料 。2.過 料

言十 ー 1，001 801 200 レ~-;------~ 

説 明

千円

延滞金及び加算企

入)

-16-
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(款) 6. 諸 収入

(項) 2. 預金利子

節
目 本 年;度 前年度 上ヒ 較

区 分 3Ii 

千円 千円 千円 千円

1.預金利子 1， 0 0 0 5 0 0 500 1.預金利子 1，0 0 0 

計 1， 0 [] 0 500 500 ~-ν/ 

説 明

Z千円

預金利子

J竺三=も

ーー一一ーーー戸山ーーーー←

(款諸収入 )

(款)- 6. 諸収 入

(項) 3. 雑入

節
目 本年度 前年度 比 較

区 分 金 額

千円 千円 千円 千円

1.返納金 1 0 0 1 0 0 。1.返納金 1 0 0 

2.第 三者 。1.第三者

納付金 納 付 金

3.雑 入 。1雑 入

言十 1 0 2 1 0 2 。」三プケじY

一一
， 

-一~ ‘ 占'γ- -守- ♂-ず白 2汁叶 〆ヲ仁ヨ 、cプ ごI...J.. 〆ヘ、… _-，.一一…ー¥三当 1" !I日パ II'}ヰ干主入宵¥y'1、fァ
-1' --'--l ~J.f' I -'-'--叶 ..J 1''; ι 一川

説 明

何千

第三者納付金

雑 入

(款諸収入)

~18- ~19-



5 歳
(款)

(項)

目

1.一般管理

費

出
1.総務費

1. 総務管理費

本年度 前年度

千円 千円

48，010 55，095 

本 年 度 の 財 源 内 訳

比 :較 特 定 財 源

i豆諸日支出金 地方債 その他
般財源

千円 千円 千円 千円 千円

ζミス085 41，1 64 。 。 6，846 

-20-

節

区 分

2. 給 来↓

5 職員手当等

4. ~;共 済 費

7 賃 金

一一

9. 旅 費

1 O. 交 際 費

1 1. 需 用 費

1 2. 役 務 費

1 3. 委 託 料

使用料及び

賃 借 料

1 8. 備品購入費

説 明
金 四綴

千円
国保事業一般事務経費 千円。

2 0，3 8 8 一般職 1 1名

. 

1ス096

2 

2，261 職員共済組合負担金他

85 臨時職員麗上

250 普通旅嚢 204 

特別旅費 4 6 

5 0 保険者交際費

，5 1 3 消耗品費 2 4 5 

食糧費 1 8 

印刷製本費 240 

修繕料 1 0 
ー 一 一

: 、

446 郵便料

6.81 4 診療報酬請求明細書処理

5 自動車イ昔よ料 . 

6 0 ファイリングキャビネット 2台

(款総 務費 )

---21-



(項) 1. 総務管理費

本年度の財 源 内 訳

自 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源、

医臨支出金 地方債 その他
一般財源

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

、 一、
、

I 2.運営協議 341 541 ム200 144 。 。 197 

会 費

. 

. 

， ' 
3.趣旨普及費 827 743 84 。 。 。 827 

4.連合会負 1，149 1，170 ど~.. 21 。 。 。 1，149 

担金

¥ 

言十 50，327 5ス549 ムス222 41，308 。 。 ヌ019 

金額
説 明

千円

4 2 

千円

負担金

闘東甲静地区都市国保事務研究会

東京都市国保協議会

多摩支部事務研究会

全国者I~市国保主管課長研究協議会

南多摩公営国保医師会連絡協議会

匡i保団体連合会多摩支部保険者

「
O
F
h
J
V

5

2

0

5

 

4
1
2

・

d
-
E
-

o国保運営協議会経費

2 4 3 I 国保運営協議会委員

f 
1 1.需 用 費

1呪負担金、 補助

i 及び交付金

I I I 0 趣旨普及経資

I 8.報 償 資 I 8 2 2 I 健康家庭記念品

i71需 用 J鐙 I 51 印刷製本質

i7虫負担金、補助 1 114?! 連合会負担金

i 及び交付金 i i 

安 7 0 I 

1 8 

1 0 

費 用 弁償

消耗品 費

食 綴 費

多摩南地区国保通営協議会会長会

多摩地区市町村国保通営協議会

連絡協議会

5 

1 3 

8 

2 

一22-

(款総務費)
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(款) 1.総務費

(項) 2 徴税 貸

本 年 度 の 財 源 内 訳
'節

説 明

目 本 年度 前 年度 比 較 特 定 財 源

医渚肢出金 地方債 その他
般財源

区 分 金 額

一 一 ーゅ一一一
平円 千円

千円 ニF-JIJ 千円 千円 千円 千円 千円

1.徴 税 費 11，634 1 0，868 766 9，936 。 。 1，698 
t， 

ス賃 金 1 6 9 臨時職員麗上、

9.旅 費 1 3 国保税徴収旅安

. 

1 1.需 用 費 1，. l' 1 4 消耗品 質 7 3 

印刷 製 本 資 . 1. 01.9 

:撚 料 費 1 2 
、

‘ 

イ彦 繕 料 1、O
‘ 

1 2.役 務 空三 郵 使 料 3， 1 8 1 

手 数 料 4 0 

保 険 料 4 

一 '一一

1 3.委 託 料 ス074 t国保税賦課徴収計算事務
3 

」ー--・ー【ーー崎

l' 8.備 品 購 入 資 4 0 保 β国~ 庫

一ー

1虫負担金、補助 2， 0 8 9 納税組合補助金
， 

2.納 税 2，089 1，837 252 G G 。 2，089 

奨 励 費
及び交付金 昭和 52年度調定額

5 1. 7 1 9千円× 一1一40一一0一 2， 0 6 9 

組合長補助金 2 0 

言十 1 3，723 12，705 1.018 9..936 。 。 3，787 ///JKここ1一一一一一一
(款 総務費 )

一25-
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(款) 2. 保険給付交

(項) 1.療 養 諸 資

本 年 度 の 財 源 内 訳

日 本年度 前年度 比 較 特 、 定 '財 源

部段出金|地方債
一一般財源

その他

千円 千円! 江 叶 千円| 千円 千円 千円

1.療養給付費 1，560，41 2 1， 062，000 I 498，41 2 1 953，81 0品 。1 60，000 446，602 

節

一一 説 明

区 分 金 額

千円 千円

1ヌ負担金、補助 1， 5 6 0，4 1 2 療養給付費保険者負担分

及び交付金 年間総医療費見込額 2，22 9， 1 6 0 

、
給付 害リ .L口~ 414L 0 

一、1号
" 

2:療養費 16，350 8，424 ス926 6，540 。 。 引810

1虫負担金、補助 1 6，3 5 0 療養費保険者負担分

及び交付金 1， 3 6 2，5 0 0円X1 2ヶ月

3.審査支払 4，572 3，901 671 。 。 。 4，572 

手 数料 1 3.委 ニ民℃ィ 料 4，572 審査 手 数 料 2，2 8 6 

支払手 数料 2，286 

一‘一

一一- ー 「ぜ

J 

園、ー _.，・

、、

言十 1，58 1，3 34 I 1，0 7 4，3 2 5 50ス0091 960，350 袖 _， t 6 O，bb 0' 4 6 0，9 8 4 
s 

ー
--- 一

!二~--- レ~~ し一一一一一一一一
-2ケー
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(款)

(項)

目

1.高額療養費

計

2. 保険給付費

2. 高額療養費

本 年 度 前年度

千円 千円

90，530 82，734 

90，530 82，734 

(款) 2. 保険給付費

(項) 3. 助産費

目 前年度

千円 千円

1.助産 費 25，920 1ス280

計 25，920 1ス280

(款) 2. 保険給付費

(項) 4. 葬 祭費

目 本年 度 前年度

千円 千円

1.葬 祭 費 3，360 1，680 

言十 ろ，360 1.680 

本年度の財源内訳

比 較 特 定 財 源
一般財源

医陪E支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円

ス796 一 75，684 。 。14，846 

、 . 
7，79も t 75，684 i 。 。1 4，846 

3 

本年度の財源内訳

上じ 較 寸!lー士寸. 定 財 源

医渚E支出金 地方債 その他
般財源

.. 

千円 千円 千円 千円 -flP.J 

8，640 15，838 。 。1 0，082 

8，640 1 5，838 。 。1 0，082 
F 

本年度の財源、内訳
一一

上七 較 特 定 財 源
卜→般財源

l議 B支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円

1，680 2，688 。 。 672 

2.688 。 。 672 

-2ト

節

千円 説 明
区 分 金 額

千円 千円

1虫負担金、補助 90，530 高額 療養費

及び:交付金

.. ょと三プ~. ----ー一一一一一一一一一一一
(款保険給付費 )

節

説 明

区 分 ム~ =額
， 

千円 千円

1呪負担金、補助 25，920 助 産 費

及び交付金

!___...--:-----〆~.-LJ  一一一一一一一一
(款保険給付費 )

節
一"

電 説 明
区 分 i 金 綴

千円 千円

1呪負担金、 補助 3，360 手F J安ぺ5J¥E 費
及び交付金 2 0 X 1 4件 X 1 2ヶ月. 

よどプ-~ 一一一一一一一一一
(款保険給付 費 )
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(款) 2. 保険給付費

(項) 5. 育児手当金

t恒諸陸特出4金本 年 度 の 財 源 内 訳
目 本年度 前年度 比 較 定財 源 般財源

地方債その他

節'

説 明

区

一一ー 事

j 
千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

一 一一-一一一

千円
千円

864 864 。 864 。
， 0 。 T虫負担金、補助 864 育児手当金 2 X 3 g牛X 1 2ヶ月

及び交付金

一寸ー一一一一一
言十 864 864 。 864 。I

。 。
(款保険給付費 )

(款) 3. 公債費

(項) 1.公 債資

本年度の財源内訳 f~ 

目 本牟 度 前年度 土色 較 特 定 財 源
一般財源

|議 E支出金 地方債 その他

説 明

区 分 金 額

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円
:f円

1.利 子 。 。 。 。 2 3.償還金、利子 一時借入金利子

及び割引料

、

、

言十 。 。 。 。 し____________---レプ/一一一一一一一千一(款 公債費 )
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(款) 4.諸支出金

(項) 1. 償還金及び還付金

本年度の財源内訳
節

目 本年度 前年度 上七 較 特 定 財 源

医協支出金 地方債 その他
一般財源

区 分 金 額
説 明

_w 

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円
千円

千円

1償還金及 1， 7 0 1 2，1 0 1 ム400 。 。 。1， 7 0 1 

び選付金

'弘
1虫負担金、補助 1， 7 0 1 保険税過誤納還付金 1， 7 0 0 

及び交付金
国都支出金返還介

計 1， 7 0 1 2，1 0 1 ぐ~ 4 0 U I 。 。1， 7 0 1 L-------------~ 一一一「一一一一一__--'"
(款諸支出金)

(款 ) 5. 予備 費

(項 ) 1.予備 費

本年度の財源 内 訳
節

一
目 本年度 前年度 上じ 較 特 定 ;材 i原

一般財源
医堵~~支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

区 介 三f区¥ 額
説 明

千円
千円

1.予備費 1. 3 9 1 5，20 U ム 3，809 。 。 。1， 3 9 1 

計 1. 3 9 1 5，2 0 0 ム 3，809 。I 。| 。1. 3 9 1 レ--------------レ~I一一一一一一一
二孟二二-='"

( 款 予 備 費 )

-33~ 
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給与 費 明細書
ー系金与費明細書

1. 特 別職

2. 一般職
給 与 費

区 分 職員数 共済資 え口』 言十 備 考
幸良 酬 給料 職員手当 言十

(1 )総括

給 与 費
一・ー

長 等 人 千円 千円 千円 千円 千円 千円 報酬 給 料 職員手当 言十
共済費 よ口』 言十 イ庸 考

議 貝 本年度 1 0人 千円
20，る8千8円 ?ス09千6円 37，48千4円 2，26千1円 5呪74千5円

本年度 一.
ー一一 一 前年度 1 2 22，962 20，083 43，045 2，4 72 4551 7 

その他 ? 243 。 。 243 。 243 ム 2
' 

ム2，574 ム2，987 ム 5，561 ム211 ム 5，572 1 

計 ? 243 。 。 243 。 243 

長 等

扶養 手 当 804 調整手当 1， 7 7 1 管理職手当 882 
千円

i 1識員 特殊勤務手当 192 通勤手当 552 時間外勤務手当 4 6 0 
!手当の 宿 日直 手当 住居ー手当 660 期末勤勉手当 1 1， 7 7 5 

議 貝
!丙訳 退 職 手 当

前年度

その他 9 216 。 。 21 6 。 2 1 6 
一般職職員ー入当り給与費の状況

区 iづ子 一 人 当 り給 与 費
一

9 216 。 。 2 1 6 。 2 1 6 本 年 度: 3， 7 4 8 千円

長 等
1 前 年 度 3，5 8 8 千円

初任給 の 状況

議 貝

土色 j較

子ト;2 7 。 。 2 7 。 2 7 

2 7 。 。 2 7 。 2 7 

h区
~~J-:. 歴 一 般職

一一一
3Q::1月 1日 r;:.;) 校 卒 9 2，0 0 0円

現 在 大 ー戸テ以， 卒 1 0 4， 8 0 0円

5 2，年 1月 1日 [百gニiJ 校 卒 8スo0 0円

現在 大 学 卒 ?呪 300円

平均給料月額及び平均年令の状況
s 

区 分 一 紋 職

5 3年 1Jl-1日 平均給料月額 160、600円

現在 平 均年 令 3 5.8才
ー

5 2年 1月 1日 平均給料月額 1 5 0，9 0 0円

現 在 平均年令 3 5才

等級 別 職員数の状況

区 f 分 般 職， 一

5 3年 1月 1白 1等 級 。人 4等 級 6人
， 

2等 級 。人 5等級
現 在

1人.. ._. 

5等 級 2人 言十 9A  

_._町・ 日 5 2年 1月 1日 T等級 。人 4等級 6人

2等級 1人 5等級 2人

-34~ 
現在 5等級 2人 計 1 1人
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(2) 給料及び職員手当の増減額の明細

区分|増減額陣減額の増減事由別内訳 説 明 備 考

千円 I1 給与改定~ I 千円
給与改定の状与況改改定定

給 率実 6.2 7% 
伴う増加分 表上 6.03% 前年度{給与 施時期

1， 391 昭和改改5定定2年率実 4月 1 日給与 3.5% 
笑質 6.27% 本年度 {給与 施時期

の改定 昭和 年 月 日

2 普通昇給~ I 平均昇給問差×現忙 平均昇給率 3.2少

! • ~ 
l 伴う増加分 在職する職員数× (昇給期 〉 (職員数)

638 
1 2ク月 一 「刊 4月 2人

給料|ど~5 7 4 1
5，900同× 少人× 昇給期見Ij.! 7月 4人

1 2月=638千円 職員数 o月 1人

1月 2人

昭和 53年度

都市計画事業特別会計予算書

乙込
4，603 

す職
数

人

人

人

況
在
員

0

2

2

状

K
職

T

1
ム

動
現
る

異

(

の

度

度

減

員

年

年

職

本

前

増

毛

l

=

わ

町

村

一

円

ー
攻

ボ

ノ

O
VZ
ペ
リ
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り
円
千

イ
1

世

E
R
't
ν
ペ

F
7

K

1
呆

日

町

F

8

動

J

到

5

5

げ、一

変

は

忠

臣

阪

山一

t

M
ど

ほ

年

年

肝

ト
ト

M

e託
手
よ

5

2

0'

取

、目
給

5

5

6

4その他) (計)

0人 10人

口人 1 2人

。人ム2人

3.その他の増

減分

1.調整手当の し |職員の変動忙伴な う|調整手当の支給率l、与 23 9 I .'.~ .'-: ~~ -~~~/" -" -~ / I 
増減分 1'----， 1.滅額 1. (給料寸扶養手当斗管理職手当)X8% 

I I 
2.期末勤勉手

当の増減分
ζ込

2，004 

、 |期末勤勉手当支給率

本年度

Ir 
ー支給j明.6月 1 2月 3月 言十

支給前年率度2.3グ月 3.2ヶ月 0.5-ヶJJ 6.0ヶ月

支給期 6月 1 2月 5月

z 支給率 2:4ヶ月 五.4ヶ月 0.5ヶ月 6.3ヶ月

ε込

職員手当12，987

3.扶養手当の

増減分
他の

定

)
そ
改

む

K

含
円
円

を
0

0

子
0

0

一
0

5

第
乱
ム

配
を
を

欠
円
円

f
k
nu
n
u
 

#唱。。
偶
0

0

配
ス
孔

額，九k
jノ伴K

 
定改与給A

U
，
 

A
N『

4管理職手当 十 |職員の変動K伴なう
の増減分 |ム 572 I減額

5.住居手当の Î  L n I職員の変動に伴な う
増減分 |ム 60 I減額 I 5，0 0 0円を 5，.50 0 ttL改定

6時間外勤務 |ム 1f 2' I時間外勤務の減少に
手当の増減分IL._¥ I I L Iよる減額

スその他の増|ム 144 I 特殊勤務手当ム12千円
減分 I~" !通勤手当ム 132千円
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昭和 5 3年度 目野市都市計画事業特別会計予算

昭和 53年度日野市の都市計画事業特別会計の予算は、次に定

めるところによる。

(歳入歳出予算)

第 1条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ771， 5 1 8 

2 

千円と定める。

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、

「第 1表 歳入歳出予、算」 による。

(歳出 予算の流用)

第 2条 地方自治法第 22 0条第 2項ただし書きの規定により、

歳出予算の各項の金額を流用することができる場合は次

のとおりと定める。

(1 ) 各項に計上した給料、職員手当等及び共済費(賃金に

イ糸る共済費を除 く)に係る予算額に過不足が生じた場合

における向ーー款内での、これらの経費の各項の間の流用 。

昭和 53年 5月 9 日提出

日野市長森田喜美男
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第 1 表

歳入

「

款

繰 入 金

2. 国庫支出金

3. 者日 支 出 金

4. 繰 越 メ刃ヘZ 

5. 諸 収 入

歳 入 メに3ー、

歳 出

款

都市計画費

2. 

2. 予 備 費

歳 出 メE〉3、

歳入歳出予算

項 金 額

2 3 8， 2 3 8 

繰 入 金 2 3 8， 2 3 8 

1 5 4， 6 0 0 

国 庫 補助金 1 5 4， 6 0 0 

7ス40 0

者B ネ南 助 金 7 ス300

者E 委 託 金 1 0 0 

4 0 0 

続 越 4 0 0 

3 0 0， 8 8 0 

諸 収 入 3 0 0， 8 8 0 

言十 7 7 1， 5 1 8 

項 金 額

7 6 8， 9 9 1 

区画整理管理費 7 0， 2; 0 1 

神明上区画整理費 6 9 8， 7 9 0 

2， 5 2 7 

予 備 費 2， 5 2 7 

言十 7 7 1， 518  

......，..38ー

千円

千円

昭和 5 3年 度

都市計画事業特別会計

予算に関する説明書



歳入歳出予算事項別明細書



.. 

1.総括

歳入

款

繰 入

2. 国 庫支

3. 者E 支

4. 繰 越

5. 諸 収

歳 入 合、

歳出

金

出 金

出 金

金

入

言十

本年度予算額 前年度予算額 上ヒ 較

千円 千円 千円

2 3 8，2 3 8 1 5 4，5 0 0 8 3，73 8 

1 5 4，6 0 0 8 2，0 0 0 7 2，6 0 0 
' 

7ス400 4 1， 1 0 0 3 6，30 0 
0 ・同

4 0 0 1 0 0，3 0 !) ム99，900

3 0 0，88 0 201， 30S 99，575 

-

771， 518 579，205 1 9 2，3 1 3 
~_. 

本年度の財源ゐ | 
本年度前 年度 比 較 特定財源 ! 

予算額 予算額 F J一般財源、
国都支出金地ブJ 債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1 函都市卦曇 768，991 I 57ス3831 191，608 1232，000 1 0 12382381298，753 

， 

2.予備費 2，527 I 1， 82 2 I 7 05 I 0 I 0 I 0 I 2，52 7 

歳出合計 771，5181579，2051192，3131232，000 I 01238，2381301，280 
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2. 歳

(款)

(項)

金

金
入

入

繰

繰

入

目 本年度 前年度 土色 較
笹口

区 分 金 額

千円 千円 千円 千円

1一般会計戸辺Z¥ 
238，2 38 1 54，500 83，738 I.区画繰整理管 6呪021

繰入 理費 入 金

2. 神明上区画

整理費繰入金

一 ー

8~ 言十 238，2 3 8 1 54，500 83，738 

土
ー 版 会 計 検 入 金

明

千円

神明上区画整理事業繰入金

」 一一一一一一一一一一一

四回・-開四回目・-・・

一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一_-

(款繰入金)

(款 ) 2 国庫支出金

(項 ) 1. 国庫補助金

(款) 3. 都 支出金

(項) 1 都補助金

ぽ
/

戸
節 一「

本年度

区分ご額
千円 千円 千円 千円

1 54，600 82，000 72，600 1.区 画整 1 54，600 

国庫補助金 国 庫 補 助

154，600 82，000 7制。レ---~~--------------î 

千円

ー一ーー_-~-ーー司副ー回-占・ー】.-同酬戸ーー一

ー一一一一一」
(款 悶庫支出金 )

本年度 前年度 比 較
節 つ目

区 分 金 額

千円 千円 千円

1区画整理 7ス300 41，000 36，300 1.区画 整理 7ス300
補助金 都補助金

一
77，30日戸五 ~ ~ 言十 36.300 

明

神明上区画整理事業都補助金

i一一一一一一一て二

ーーーーーーーーーー"ーーーー

(款 都支出金 )

~41-
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(款) 3. 都支出金

(項) 2. 都委 託金

節
目 本 年度 前年度 比 較

区 介 sfi 額

千円 千円 千円 千円

1.区画整理 100 1 00 。1.区画整理 100 

委託金 委 託 金

100 100 i 日~ど三1

説明

千円

区画整理法第 76条許可事務委託金

(款都支出金)

(款) 4. 繰越金

(項) 1. 繰越 金

節
目 本年度 前年度 比 較

区 ノf.t-. 金 額

千円 千円 千円 千円

1.繰越金 400 1 00，300 ム99，900 1区 画整理管 300 
理費繰越金

2神明上区画整 1 00 
理 費 繰 越 金

言十 叶100.30ローし~レ~

主党 明

千円

前年度繰越金

区画整理管理費繰越金

神明上区画整理事業費繰越金

一一--一-・R・-ー一ーーー{ーー一一一一

.. (款繰越金)j 

巴

--e'
z
h
-

L
1
 

、ー 、
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(款) 5. 諸収入

(項) 1.諸収入

5見 明:ァ

‘ 本 年度 前年度 比 較
節

目
区 介 金 額

千円

千円 千円 千円 千円 神明上区画整理予納金及び処分金
1.保留地処分金 300，000 200250 ?矢750 1.神明上区画整 300，000 

理予納金及び

処 分 金

区画整理管理費預金利子
2.預 金利子 1 50 150 。1区画整理管理 50 

費預金利子

2.神明上区画整 100 
神明上区画整理費預金利子

理 費預金利子 !
d 

ろ雑 入 730 905 ム175 1区画整理管理 730 
平山台換地清算による徴収金 672 

費 雑 入
四ツ谷下換地清算Kよる徴収金 58 

T 

T 

言十 300，880 201，305 99，575 ン-------~ ( 款 諸 収 入 )

~ 

-4ト
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3. 歳

(款 )

(項〉

目

出

1. 都市計画費

1. 区画整理管理費

本年 度 前年度

千円 千円

1一般管理費 69，529 54.731 

.--....-

司.

本年度 の財源内 訳

比 較 特 定 財 源、
一般財源

悶者肢出金 地方債 そ の 他

千円 千円 千円 千円 千円

1 4，7 98 1 00 。6虫021 408 

-_--晶晶司 ..-

ー 一一 帯.

-4← 

節

区 分

2.赤8・ 料
L!一一一

3.職員手当 等

4共 済 費

ス賃 金

呪旅 費

トー一ー一一-

1 O.交 際 3ま

1 1.需 用 費

1 2役 務 費

1 3.委 託 料

ー唱

、e

百覚 明

金 額

---
干門 千円

o区画整理一般管理事務経費

2ス057 一般職 I 2人

2 3，2 1 7 

2，994 職員共済組合負担金他

254 産休代替職員

4 0 普 通 旅費

1 6 0 区画整理事業K伴う交際費

536 消 耗 品 費 1 3 1 

消耗 文 具 3 6 

消耗 器材 2 6 

被.服費 6 9 

燃料費 223 

食 糧 費 1 0 

印 刷j;製 本 費 32 

修 繕 料 1 4 0 

2 3 郵 使 料 1 5 

自動車損害賠償責任保険料 8 

1 5.0 0 0 万願寺地区測量調査設計

(款 都市計画費 )
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，
 

i
 

，
 

(項) 1. 区画整理管理費

本年度の財源内訳

自 前年度 比 較 特 定 財 演、
般財源、

国者肢:出金 地方 債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

2平山台清算| 672 847 ム175 。 。 。 672 

事 務 費
← 

、》 ， 、、 ， ，、

ー
‘ 

， 

‘ 

‘ 白』

口十 70，201 55，578 1 4，623 100 。69，021 1，080 
『 一 一 ← 一一 一 一 L 

賀目

説 明
区 分 金 額

) 

千円 千回

1 5.工 事 請 負 費 240 神 明上地区外道路舗装

1呪負担金補助 8 土地区画整理ゼミナール参加負担金

及 び交付金

1虫負担金補助 672 平山台清算事務経費

及 び 交 付金 換地清算によ る交付金

し/

、f
J、

ヲ
-
dr、 (款都市計画費)

-48- -49-
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(款) 1.都 市計画費

(項) 2. 神明上区画整理費

節
本年度の財源内訳

目 本 年度 前年度 比 較 特 定 財 iJ，~ 
ー 一般財源

国者ft支出金 地方 債 その他
一 千円 千円 千円 千円 千円 干l司 千円

1.区画整理 引599 8;855 744 ス500 。 。2，099 

総、 務 費

， ' 

白

i 

区 分 額

千円 千円

料 I 3，6 9 9 

3職員 手当等 1 3， 2 0 6 

4.共済 費 41 4 

←ーー.-一一ーーー一一ーー一一 一一一-ーーーーーー一 一-

i ス賃 金十 54 8 

1 虫旅 費

2給

2 5 2  

1 1.需用 費 2 3 4 

1 2.役 務費 1 0 

1 3.委 託料 3 0 0 

1 4.使用料及 び

賃 借 料

7 5 

1 6.原材料費 690 

説

0 神明上区画整理経費

一般職 2人

職員共済組合負担金他

臨時職員麗上

普通旅費

特別旅費

消耗品費

消耗 文具

消耗器材

敬服費

食糧費

印刷製本 費

修繕料

郵便料

保留地緑道草刈

自動車借上料

土地借上料

敷砂利他

1 0 5 

1 6 

1 1 

明

202 

5 0 

1 3 2 

-
B

4
1

門

U

Z
J

に
d

円
/
』

1 5 

6 0 

-50ー
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(款都市計画費)



(項) 2. 神明上区画整理費 日、町

本年度の財源内訳
j節

目 本年度 前 年 度 比 較 特 定 財 源、
般財源、

国都支出金 地方 債 その他

T;: 
説 明

区 分 釜 額

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円
千円 千円

1 8.備品購入費 1 7 1 マップケース 4、，・1

一

2審 議会費 1，021 915 1 06 。 。 。 1，021 
。ネ!~明上区画整理審議会委員及び

1.報 母H 9 .3 8 評価員経費

審議会委員 8 1 0 

評価員 1 2 8 
、E

1 1.需 用 費 8 3 食 糧 費

5事 業 費 688，1 70 512β，35 i 76，1 35 224，4 0 0 。169，217 294，553 
o神明上区画整理事業経費

， 
1 3.委 託 料 .3 8 4.2 0 0 区画整理事業業務委託 1 0 0.0 0 0 

1 、
. 跨線橋桁かけ 8 4，2 0 0 

¥ ...1.. ‘ 
2 ・2 ・4号線立体交差 2 0 0，0 0 0 

1 5.工事請負 費 1 58，3 0 0 橋 梁 工 事 9 6，0 0 0 

街路築造工事 1 1，2 0 0 

建 地 工 事 4 8，0 0 0 

， 
雑 工 事 ろ， 10 0 

2 2.補償 ，補填 ' 1 4 5，6 7 0 建物移転補償 1 1 3，7 9 0、.'1， 

及 び 賠 償 金 整地 /1 2，00 0 

' 工作物 11 680 

埋設物移転補償 2 8，0 0 0 

損失 11 1，2 0 0 

ーす

言十 698，7 90 521，805 1 76，985 231，900 。1 6引217 29ス673 ~←一一一~ シ云ケ
(款都市計画費)

-53← 
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(款) 2 予備費

(項) 1. 予備 費

本年度の財源内訳

目 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源
般財源

問者段出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1.予備 費 2，527 1， 8 2 2 705 。 。 。2，527 

，. 

，'.' 

一

.. 

. 

言十 2，52'7 、.'1，822 705 。 。 。2，52 7 

節

区 分 金 額

一54~

長兄 明

区画整理管理費

神明上区画獲理費

子円

1， 898 

629 

守'、

( 款予備費)

-55-
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給与費明細書

給与費明細書 2. 一 -般職

(1 )総 目括

1.特別職
給 費

区 分 職員数
恥ト7・

共 済1費 ぷロ泳 三ロ↓l 備考
報酬 給 料 職員手当 言十

給 与 費 本年度 1 4人
千円

30，756千円 26，423千円 5ス179乎向 3，408干内 60，587千円

区 分 職員数 共済費 合計 備考 前年度 1 4 2ス732 24.61 2 52，344 2，985 55，329 
報 酬 給 料 職員手当 計

比較 。 3.024 1，81 1 4，835 423 5，258 

長
人 千円 千円 千円 千円 千円 千円

等 職員 扶養手当 1， 7 5 2 調整手当 2，7 6 1 管理職手当 1， 8 2 9 千円

議 員
本年度 • 

手当の
特殊勤務手当 2 4 通勤手当 7 9 2 時間外勤務手当 312 

内訳
宿日夜手当 住居手当 9 2 4 期末勤勉手当 18，0 2 9 

退職手当

その他 1 9 938 。 。 938 。 9 38 

言十 1 9 9 3 8 。 。 938 。 938 
一散職職員一人当り給与費の状況

.....-

区 分 一人当り給与費
ー一

長 等 本 年 度 4.0 8 4 千円
一

議 貝
前 年 度一 3，7 3 8 千円

前年度 初任給の状況

その他 1 9 8 3 2 。 。 832 。 832 
区 分 学 歴 一 般職

言十 。 832 。 832 5 3年 1月 1日 同 校 卒 9 2，0 0 0円
'一

現 在 大 マ' 卒 1 0 4.8 0 0 fIJ 
長 冷可合す

--
5 2年 1月 1日 r'A1 校 卒 8スo0 0円

一

議 貝
現 在. 大 学 卒 タ引 000円

比 較 平均給料月額及び平均年令の状況

その他 。 106 。 。 1 0 6 。 106 

区 分 一般職
言十 C 106 。 。 。 、 5 3年 1月 1日 平均給料月額 17 2，2 00円

~ 

現 在 平均年令 3 2才
} “ート一世

5 2年 1月 1日 平均給料月額 1 5 5，6 0 0円

-島

現 在 平 均 年 令 3 1才 |

等級別職員数の状況

区 分 一 般 職

5 3年 1月 1日
1 快寸ず /玄~~~ o /¥ 4等級 ヲ人

2等級 1人 5等級 1人
現 在 一ー

3等級 5人 言十 1 4人

5 2年 1月 1日
1等級 。人 4等級 ヲ人

現 在
2等級 1人 5等級 1人

3等級 5人 14人

-56--
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(2) 給料及び職員手当の増減額の明細

区 分 増減額の増減事由別内訳! 説 明 備 考

千円

1給与改定K伴 給与改定の状況

う増加分 表上 6.0 39も
給給与改改5定定2率年実 6.27% 

実質 6.27% 前年度{与 施時期
1;680 

の改定
昭和 4月 1日

給給与与改改定定年率実 3.5% 
本年度( 施時期

昭和 月 日

昭和 53年度

給 料I3，024 1， 042 

平均昇給関差×現忙

在職する職員数X12

ク月

6，200円X14人x12

ク月'=1， 042千円

平均昇給率 3.61 % 

(昇給期)

( 4月
昇給期月Ij j 7月

職員数 110月

l. 1月

(職員数)

6人

4人

1人

5人

下水道事業特別会計予算書

2普通昇給K伴

う増加分

302 

他の

人

人

人

ヲ
岬
、

門

u
n
u
n
U

ま
数

況

倒

員

人

人

入

場

と
璃

4

期
一

4
11

の

度

度

減

員

年

年

職

本

前

増

る

一

円

わ

)

)

何

係
刊
額

%
%
3

忙

D
某
5
5
9
内

動
0
留
五
五
ト
干
一

一巽
2
定
(
(
f
;

度
度
円
。

の

改

年
年
4

口
貝
与

5

2
0

一一

職
増
給
駅
伝
TH，

(言十)

1 4人

1 4人

。人

3その他の増、減

分

T調整手当の増! 調整手当の支給率

滅分 282 給与改定K伴 う増額 (給料+扶養手当+管理職手当)

X8% 

出扇勉手当

の増減分

文支期支支末給給給本給前率年期率年再勤1度度勉22手6634月月当クク丹月支給5311242率2クク月月月月 5月 言f1， 0 1 3 1， 0.5ク月 6.0ク月

5月討
0.5ヶ月 6.3ク月

3.扶養手当の増 配偶者(欠配第一子を含む)

「1811喝 Ii ス000円を 8，000円、その他

4，000円を4，500円忙改定

手当の 1 6 7 I " 
一一

5.減住居分手当の増 84 1， 5，000円を 5，500円に改定

6.時間増外勤減務分手 I 1， |時間外勤務の増に よる増額
当の

スZの他の増減| 1， i通勤手当 ム36千円

-58-



日野市下水道事業特別会計予算昭和 53年度

昭和 5 3年度日野市の下水道事業特別会計の予算は、次に定め

るところによる。

歳入歳出予算の総額は、 歳入歳出それぞれ 11 2. 5 7 5 

(歳入歳出予算)

第 1条

千円と定める。..， 

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、

歳入歳出予算」‘による。「第 1表

2. 

男美喜回ポゑ日野市長

-59-
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第 T 表

歳入

一い|使一用料款及び手数料

1使

2.手

，人 金

越 金

4.諮 i収

1. f育、

()frJ長

歳 出

款

1.下 水 道ー 費

1.下

2.公 lif三Ki4 費

1.公

ろ予 備 費

1予

歳 出 メにh3 

歳入歳出予算

項

S町‘， . 

用

数

ノ~ 不u

項

水 道

債

備

言十

匂，、 ，--
Lム曲目白」一----

， 

学;

料

金
ー剛一ー-，--

金

~ 

子

.. ・

費

費

費

-60-

金

金

額

5 0， 7 7 0 千円

5 0，7 4 2 

2 8・

61， 201 

61， 201 
ー汁

500 

500 

104 

1 0 0 

額

1 0 3，0 0 5千円

ーーー

1 0 3，0 0 5 

9，37 0 

呪370

200 

200 

1 1 2.5 7 5 

• 

昭和 53年 度

下水道事業特別会計

予算に関する説明書
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歳入歳出予算事項別明細書J- . 
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1.総括

歳入

|比 較 1

， 3 6，2 1 O千円!

ム ス55 1 

j> 

款一竺度予算額
前年度予算額

1使用料及び 5 0，7 7 0千円

L.、必が:.r:'寝l 入 金 6 'i， 2 0 1 

メ1~ 500 

4.諸収 入 1 0 4 

殺 人 合 言十 1 1 2，5 7 5 
司・

出、歳

本年度の財源内訳

款
本年度 前年度

較lt 定 財 湯{
予 算 額 予算額

医陥没:出金 地ヴ債 その他

1.下水道費 103‘005 千円 74μぎ円 28，371円 。千円 干円
51，83 i円51，1 7 J"円。

I 2.公債 費 9，370 呪075 295 。 。 矢370 。
..一白

3.予備 費 200 200 。 。 。 。 200 

28，667 1 。 一一 一 一
歳 出 合 計 112，575 83，.908 。 61.201 51，374 

司F

. 
}円

-61ー



2 歳入

(款)

(項)

自

t使用 料

き-1-

(款〉

(項)

1. 使用料及び手数料

使用料

r 叩

本年度 前年度

5 0，7 4 2 千円 1 4，5 2 5 千円

5 0，7 4 2 1 4，5 2 5 

lL-f一一
1手 数料

28 2 9 

L 

(款) 2.繰 入金

項) 1. 繰入金

目 本年度 前年度

1.一般会計 61， 201千円 6 8，7 5 2千円

繰入金

6 1，2 0 1 6 8，7 52 

比較

3 6，2 1 ffIJ 

3 6，2 1 7 

ム 1

• .ω 

比 較

ムス55 1千円

ムス 55 1 

-62ー

節

区 分 金 額
一一一一

1.下水道使用料 5 0，74 2 千匹

vどこ~>

区分

1.申請手数料

I ___-----

、

節

区 分

1.一般会計

繰 入 金

~ 

額

千円
2 8 

---.-----

.一
金 額

61， 201千円

~ 

~ 

、. 

. 

下水道使用料

-一-伊_-戸帽-銅-戸-戸
L-一一.一一一一-一v一一一←

一一

説t

排水設備申請手数料

戸

一般会計繰入金

一ー一一ー一一a
司-・糟~_:::;:網目

説

説

¥-
t e、

-63-

明

千円

(款 使用料及び手数料〉

明

千円

(款使用料及び手数料)

明

千円 f

( 款 繰 入 金 )



越

越
繰
繰

款

一
節

目 本年 度 前年度 比 較
区 分 ノ豆¥ 額

1.繰越金 500千円 5 0 0千円 。干円 1繰 越 ノヌ¥Z 5一o0 千円

コス言十 5 0 0 500 。 i/ンペ〆

説 明

千円

前年度繰越金

ペ ， 必

(款 ) 4. 諸収入

-_._j_京_.2__1. 預金利子

一一一一一一一一ー
し一一一一一一一一一一一

(款

|前年度
節

目 本年 度 比 較
区 分 -刃̂乙 額

1.預金利子 1 0 0 千円 100 千円 d円 1頭金利子| 1 0 0 千円

手ぺ

計 100 一1.00
、:

‘ 

説 明

預金利子

-64-

(款 諸収 入)

，説 明

千円

( 款 諸 収 入 )

-65-

(款) 4. 諸収入

入，、〆

震庁

本年 度 比 較目 前年度
区 分 ，玉~ 額

1.雑 入 4千円 2千円 2千円 1.雑 入 ポ円

、t

ーとこ
白.._

2 2 / /  J ‘ 

百T 4 



.、同-.-.

ろ 歳出

(款) 1. 下水道費

(項) 1. 下水道費 節
a 

本 年度の財源内訳

目 本年度 前年度 比較 特 定財 源
一般開原

時日克明金 地方債 l その他

説 明
1 区 介 金 額

、

千円 千円
千円 千円 干円 干円 干IY 千円 干円 o下水道関係経費

1下水道 5呪489 52，7 3 3 6，756 。 。51，831 ス658
総務質

:2.給 料 1ス857 一般 職 4 7人

3.職員手当等 i 1 4.5 8 4 

4共 済 費 1， 997 
職員共済組合負担金他

9.旅 務_'';ー、 3 9 立目1己 通 方長 費

1 1.需 用 費 町‘ 3 1 2 消 耗 ロ仁才Ll 費 3 7 

消耗文具費 2 0 
. 

， 消耗器材費 1 7 
f 

燃 :科 費 7 2 

食 糧 費 8 

印刷製本費 9 0 

光 執 水 費 3 9 

イ参 繕 料 6 6 

1 2.役 務 費 8 2 通信運搬費

電 話 料 7 8 

郵 便 料 4 
， 

1 3.委 ー託 料 2 4，5 5 6 作業員健康診断 4 2 
、

下水道料金収納 1 0，7 0 0 

自家用電気保安点検 1 9 4 
守 処理場夜間業務 1 2，0 0 0 

処理場土・日・祝日業務 1， 620 

1 4.使用料及び賃借-料 2 自動車借上料

1 8.備品購入費 6 0 扇』風ーー 機 {也
...・

、

(款下水道費)

ーも7-
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(項 ) 1. 下水 道費
r 

本年度の財 源 内訳
節

目 本年度 前年度 比較 特 定 財 源 、

国都支出金 地方債|その他
r般財源; 額

説 明
区 分三 金

ゐ

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

2下水道 43，51 6 21，900 21，61 6 。 。 。4':3，51 6 

千円 千円

。下水道処理費

処理費 1 1.需 用 費 1 6，0 5 9 消耗品 費 1， 5 2 0 

消耗器材費 1， 4 6 5 

被 g~ f主 5 5 

燃 手ヰ 資 4 0 

光熱水 費 1 1， 5 6 9 

修 繕 ; 料 500 

医薬 材料 費 2，430 

1 2.役 務 ぞ守 1， 3 4 4 手 数 E 学; 1， 344 

t 

処理水質検査料 290 

流入水質検査料 』 6 4 

塩素 ボ ンベ検査料 990 

1 3委 託 来十 2 2，1 3 5 汚 泥 運 搬 ス680

汚 泥 介 析 7 5 

汚水本管 清 掃 1， 4 0 0 
.， t 

3，600 
雨 水水管本接管続清調 掃

， 
， 

雨 査 2，380 

下水道台帳 スo0 0 

• ， 
l ‘b 

1 5.工 事詩 負 差是 2，9 7 0 多摩平汚水管布設工事

. 

(款 下水 道費 )

-68ー ーも守一



〈項) 1. 下水道費
-; 

自 本 年 度 i前年度 比較

千円 千円

本年度の財源内 訳

特定財 源

国者E刻金|地方債;.1そo)-ft!?l一般財源

干円 千円 干円 干門 千円

言十 1 0 3.0 0 5 I 7 4.6 3 3 I 2 8，3 7 2 。 0I 51，831 I 51.174 

-70-

' 

節

区 分 金
明

f 千円

5 7 人子し 鉄 蓋 570 

セ メ ン ト イ也 6 

432 !ベルトコンベヲ 3 0 0 

汚泥搬出用ボ ックス 1 3 2 

1 6.原 材料 費

8.備品購 入費

ー一一一ー一一
_____  1 

(款 ー下水 道費 )

.__71ー

/ 
/ 



(款 ) 2 公 債 費

(項) 1.公 債費

自 本年 度 前年度

千円 千円

1.元 金 4，750 4.1 5 3 

2.利 子 4，620 4，922 

言十 I 9，37 0 引o7 5 

(款 ) 3 予 備 費

(項 ) 1. 予 備 費

目 本 年 度 前年度

千円 千円

1予備 費 2 0 (l 2 0 0 

言十 200 200 

-ー

本年 度 め“財 ，i原内訳

比 較 特 定 財 源

国都支出金 地方債 その他
一般財源

，、 、

千円 干円 千円 千円 千円

597 。 。 4.750 。
‘ J炉、 ，

均一・

。 。4，620 。
1:¥302 

295 。 。引370 。

本 年 度の財 源 内 訳

比 較 ト
特 定 財 源

t 一般財源
民堵関白金 地方債 その 他

千円 千円 干円 千l司 千円。 。 。 。200 

。 。 。 。2"-0 "0 

-:-72-

節

区 介

2 3.償還金利子

及 び割 引 料

2 3.償 還金利子

及 び割引料

/ 

-73--

一寸

明

一一ーー}ー一一一一一「
千円

一一一一一ー

一一一一
ー予備 費 〉



給 費 書与 明 細

2. 一般職

(け総 括

I I I 給与費 i 
I~~~ I .__... t ，. いー I _. -i共済費|合 計l職員数 |報酬 i給 料 職員手当! 計 ! 

ヌ互ocJ~人| 刊 I1五百苛つZ豆j 3竺41千円I1.997吋 34・4381-円

前年度 I7 I I 1 6，31 4 I 1 5，623 . J ~.1._9~L~_~ 776 I 33，7 1 3 

主;較 I 0 1! 例 3 tム 1.0 3 9 I 5 0 4 I 2 2 1 1: . i 2 5 

I 扶養手当 708 調整手当 1，530 管理職手当 494 

職員! 特殊勤務手当 528 通勤手当 504 時間外勤務手当

~~;I 宿日直手当

備考

住居手当 期末勤勉手当 1 0，265 468 

退職手当

一般職職員一人当 り給与費の状況

区 分 i一人当 り給与費 | 

本年度 ! ω34千円 i
J123 、t- 4，5~_?~ 

初任給の状況

-tf歴 i一月 1日 ihr
5 2年 1月::博主ィ

平均給料月額及び平均年令の状況

目玉 分

現在!平均年令

52年 1月 1日! 平均給料月額

般 職

92，000円

1 04，800円

8ス000円

?呪300円 J

43 

コi
寸
斗

.zii-

職
一
円
一
円
一

般一。一200，80 

45 

1 82，800 

区 分 般 職

5 3年 1刃現1在日 lト!ト|一ーi ぺで千三等4等等4ζ三級級級ケーー
。人 4等級

。人 5等級 1人

1人 計 7人

1等級 。人 4等級 5人

2等級 0人 5等級

_o 

1人

3等級 1人 言十 7人 !

-74-

一ー

千円

87 

‘ 

(2)給料及び職員手当の増減額の明細

区 分 増減額 増減額の増減事由別内訳 説 明 備 考
ー. 

司F同 i.給与改定に
千円

給与改定の状況

伴う 979 表上 6，03% 前年度{給与改定率 6.27% 
増加分 実質 6.27 % 給与改定実施時期

の改定 昭和52年 4月 1日

本年度{給与改定率 3.5%

給与改定実施時期

昭和 年 月 日

2普通昇給忙 51 2 平均昇給間差×現K在職 平均昇給率 3.02% 

同伴う する職員数X12ク月 (邦餓) 〈職員数)

給 料 1，543 
増加分 2人

6，1 00円X7人X12ク月= 昇給期別 7月 5人

51 3千円 職員数 10月 1人

1月 1人

3.その他の 52 給与改定留保額 職員の異動状況

増減分 53年度(3.5%)-52年度
(ず賛否(その他)尉)

( 3.5%) 

604千円一 552千円=52千円
本年度 7人 。人 7人

前年度 7人 0人 7人

増減 。人 0人口人

t 調整手当の 135 給与 改定K伴う増額 調(給整料手当十扶の支養給手率当+管理職

増滅分 手当 )X8%

一
期末勤勉手当支給率

2.期末勤勉 420 
本年度

支給期 6月 1 2月
手当の 2.3ク月 3.2ク月

増減分 5月 言十
11 0.5ク月 6.0ク月

前年度

支給期 6月
支給率 2.4ク月 3.4ク月

職員手当 ム 1，039 支給期 ろ月 言十
支給率 0.5ク月 6.3ク月

3.扶養手当の 84 
配偶者(欠配日日俊日日円円一子Kそを改含の定他む)

増減 分
給与改定.K.伴う増額 ス000円を 8，0

4，000円を 4，5

4.管理職手当
-一一

37 
" の増減分

~.住居手当の 48 
5，000円を 5，500円K改定増減分

" 

6.時間外増勤減務 ム 1，739 時間外勤務の減少による
手当の

減額分

!スその他の増 ム 24 特通殊勤勤手務当手当 ム 72千円 i i 
減分 I JA WJ-~-~ 4 8千円

-75-



区

地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び

当該年度末における 現在高の見込に関する調書

前々年度 前年度末
当該年度中増減見込額 当該年度末

分
末現在高 現在高

現在高
当該年度中 当該年度中元金

|起債見込額 償還 見 込 額
見込額

千円 千円 千円 千円 千円

下水道事業債 7ス956 73，804 。 4，7 50 6呪054

玄 ，‘、

-76-

昭和 5 3年度

市立総合病院事業会計予算書



昭和 53年度 目野市立総合病院事業会計予算

(総員Ijj 

第 1条 昭和 53年度 目野市立総合病院事業会計の予算は、つぎに定める

ところによる。

(業務の予定量)

第 2条 業務の予定量は、つぎのとおりとする。

( 1 - ) 病 床 数

(2) 年間患者数

1 4 2床

入

外

院

来

4 3，0 7 0人

1 1 2，7 0 0 

(3) 一 日平均患者数

入 院

外来

(4) 主な事業

託児所建築工事

外来窓口改修工事

(収益的収入及び支出)

1 1 8人

4 1 5 

6，258千円

1， 2 0 0 

第 5条 収益的収入及び支出の予定額はつぎのとおり定める。

収 入

第 1款 病院事業収益 1， 1 8引215 干[1]

第 1項 医 業 収 益 8 6 4，8 7 4 

第 2項 医業外収益 3 2 4，0 3 9 

第 3項 特 月IJ 利 益 302 

支 出

第 1款 病院事業費用 1， 1 8 9， 2 1 5 千円

第 1項 医 業 費 用 1， 1 6ス872

第 2項 医 業 外 費 用 2 0，5 4 1 

第 3.項 特 月IJ ?員 失 302 

第 4項 予 備 費 500 

-77-



(資本的収入及び支出)

第 4条 資本的収入及び支出の予定額はつぎのとおりと定める(資本的収入

額が資本的支出額に対し不足する額 31， 3 5 7千円は過年度分損益勘定

留保資金で補てんするものとする)。

収 入

第 1款 資本的収入
千円

2 0，0 0 1 

第 1項 出 資 ノ~ 2 0‘000 

第 2 工貞 固定資産売却代金

支 出

第 ?款 資本的支出
千円

5 1，3 5 8 

第 !項 建設、改良費 3 4，5 4 7 

第 2項 看護婦 ・准看護婦貸付金 600 

第 3項 企業債償還金 1 6噌 211

(一時借入金)

昭和 53年 度

市立総合病院事業会計予算

実施計画及び説明書

第 5条 一時借入金の限度額は 10 0，0 0 0千円と定める。

(議会の議決を経なければ流用することのできない経費)

第 6条 つぎ K掲げる経費については、これらの経費の金額を、と れら以外

の経費K流用し、又は、これら以外の経費をこれらの金額K流用する

場合は、議会の議決を経なければならなし、。

(1 ) 職員の給与費

(2) 交際費

(3) 食糧費

(他会計からの補助金)

円
吋

J
平
s

，
o
 

n
H
U
 

n
y
 

門
/
」

A
U
.
 

Q
U
 

400 

1 0 6 

第 7条 支出負担区分及び収益的収支並びに資本的収支に対する補填のため、

一般会計からこの会計への補助を受ける金額は 26 5，0 0 0千円である。

第 8条 棚卸資産の購入限度額は 218.7 70千円と定める。

昭和 53年 5月?日 提出

日野市長森田喜美男
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昭和53年度 日野市立総合病院事業会計予算実施計画書

収益的収入及び支 出

収 入

款 項

1Ei 業
.収益

目 節

外 来収主主

受託用検査収施設|
利益

伝染病患者
診療受託料

そ rJ) 他
医業収益
一一

利息|
1.及び配当

金 | 預 金 利 息

2・補助金
一一
他会計補助金

3.都補助金 l

一
-79-

予定額 備 考

干円 干同

1， 1 8呪215 

500，904 
1 1， 6 3 0円(名患(者11日T人あたり

|収入)x 1 1 8 日平均患者数)
x 365日
一一一 一 一一一一日

333，660 
2，680円(患名者(1日1人あたり収
入 )X415~( 1 日平均患者数 )
x 300日

一 一一

30.31 0 

一一

1 2，81 8 

4.663 
248 

集団健康診断 4，4 1 5 

2，387 
育 児 相 談 1，672 

i個人健戚診断 71 5 

2，666 

1，397 

一一…

6.379 
休日夜間救急事業受託料、文書料、
容器料他

一一

324.039 

525 

525 

1 7ス120 

1 7ス120 

63，360 



~. 

款 項 目 節 予 “定額 イ庸 考
一ー

千円 市町村公立病院運営事業補助金千円
56，800 

都補助金 63，360 特院内保育事業運営費補費助金2，560
殊診療部門運営補助金

4，000 
ーー

負担金
6ス8804・交付 金

検査センタ ー 1，067 
負担金交付金 6ス880

企准業看債護婦元養利成償還費金
1 6，808 
4，608 

オー プンシステム往診医委託料
20 

就市入医高急町院度師指村研助医定特産療究増別研費K嵩交修か経付費か費税る増 22，1 30 
150 

1，5 4 ~ 
1 4，666 

嵩経費
ι887 

一 一一 一一
患食者収外 ス014 5・給 益

患 者 外 ス01..t 職添員食
4514 J 

給 食収益 付食 2，700 

その他医
6・業外収益 8，140 

. 

不クロ 用 品
却収益

ιP・R・.

南多摩東部共立病院補償補てん金

そ 。〉 他
4，800 

医業外収益
8，139 電話使用料 1，81 8 

.ガス使用料 1 20 
託児料 960 
売底使用料 120 
そ の他 321 

一一一
3.特別利

302 益，

ー

1・売固定却資益産

一
固定去p資産
売益

過益年修度 300 
2・損 正

損過益年修 度正 300 診療報酬i査定増等

その他
3・特別利益

節

千円

|その他
'特別利益

支出

予定額 備

一節 戸王子下l Jて目

1.病院事
業費用

料)

医師給

:~ 

55，1 39 I医師 1 6名

看 護 婦 給 I 1 65，31 0 1看護婦、准看護婦、助産婦 85名

医療技術員給

事務員給

48，883 I医療技術員 22名

44，238 I事務員、保母 20名

労務員 27名

医師手当

看護婦手当

医療技術員
手当

事務員手当

労務員手当

(賃金)

医師給

看護婦給

医療技術員給

82，71 0 

1 60、828

39，5 i 4 

4

1

n

U

一
4
l

守
/

4

5

一
a

1

0

8

4

一
5

0

。ho
h

一4
h
n
u
.

5

4

5

4

 

6，929 

1 60 

事 務 員 給 ! 864 

労 務 員 給 I 3，551 

-80ー
-81一

扶養手当引 56管理職手当 Tス881

特殊勤務手当 4ス11 4 調整手当

32，024 時間外手当 14，736 

夜間勤務手当 6，11 3 住居手当

1 1、838 通勤手当 6，431 期末

勤勉手当 212，21 8 児童手当

180 宿日直手当 14，692 

耳鼻科、皮ふ泌尿器科、 産婦人科

小児科外来診療医師 28，343

当直庭師 11，664 薬剤師 160 

外来看護婦 (5名) 4，704 病棟看

護婦(1名) 1，432 助産婦当直

792 事務員 (保険請求事務 )

864 ボイラー(1名) 350 託児

室保母助手(5名) 2，520 看護

助手(1名) 680 



額
一
認

定一

コー
考

丁一一一一一一
款

項 自款 予

一

i

i

i

 

節
一

)

酬委員報

費

費
利
.
与

福

一
給

定
一
職

法
ト
ぽ

備

108 病院運営委員会委員 108 

共済組合負担金他40.7 5 2 

2.材 料費

薬 ロ
ロ口 費

1000 

21 0.7 6 0 I 
1 60.987 I内服薬 81，005 ä!!~辰二J27-

外用薬 12，392 試薬外 13，767 

診療、材料費 I 18.963 

費
一
品

料
一
繍

材
一
併

食
一
療

給
一
医

X線フィ ノレム6，402現像定着液
660 衛生材料4，118 滅菌パグク
1，442 注射器 990 注射針1，727
縫合糸 1，056 酸素笑気ガス 724
脳波心電図記録紙 873 手術用ゴ
ム手袋 440 人工骨頭他 531

2ス910 I 患者食 11 8名X 365日

2，900 I 鉛子類 300 摂子類 i50 到万類
150 尖万類 400 カスト・ トレ

ー類 300 手術用器具 45，'X線
用器具300 救急用器具 400
検査用器具 450

80862i 一一

2，880 I特殊診療医師 1，C 8 0麻酔医 600
l緊急、手術時招へい医師 480 特殊
!検査医師等 720

3.経 費

コ

消耗品費

1.092 普通旅費

'1，6J4 ! け詰誹劃衣削叩…4ω川0日一8巾一布叩衣引…1
1 8 看護靴 204 三角布 4 靴下
184 医師用術衣 103 手術用下
着 112 看護術衣 21 手術用帽子
1 1診療衣 171 調理衣(上下)
83 長靴51 前掛 40 事務服 51
作業衣外 21

カルテ用感圧紙外用紙類 2，00 ~ 
トイレットベ田パ-350 洗剤石
けん類 500 ゴム印 120 文具類
450 盛光管類 11 0 タオノレ晒類
250 食器類 700 医療消耗品
500 

4，980 

消耗備品費 1，160 I給食用食器 100 洗濯機 28 医師
用机及び椅子(2組)1 40 ロッカ
ー(5台)1 75 椅子(5台)32 
机(5台)50 ブラインド(3本)
45 折たたみ椅子(1 0台)40 

i インタ四ホン(2台)20 

備考節 予定額項 自

手さげ金庫?会議用テーフソレ5F
医療消耗備品 471

電気料 8，413 水道料日 12 ガス
代 2，736

食料費 i06 

ボイラー用重油 5，320 ガソリ y

253 自主T油 34 プロパンガス 27
自家発電用軽油 12 

招へい医師食事代 30 会議賄費 70
運営委員会時茶菓代る

印刷製本資 I 1， 996 薬袋 354 外用薬 レッテノレ 51
レントグンレッテノレ 58 収入支出伝
票 40決算書 37 庁用印刷用版ーと
7イルム等 1，368 医学雑誌合冊製
本代 7? その他少

医療機械器具2，8i 5建物 2，670
ボイラ ー及び電気設備関係1， 578

医師賠償責任:長五7J77自動車損 -~l : 
害共済 40 建物共慌 48 保育室保
育児災害保険 2

基準寝具借上料 4，344 当霞室寝具
借上料 i46 ポクットベノレ借上料
94 複写機借上料 240 基準寝具
補修代 480 テレ ビ借上料 72 自
動車借上料 i20 

清掃委託料 引 08 検査委託料
5，7 3 8 おむつ洗濯委託料ける 2
白衣・予防衣洗濯委託料 1，552 
胸衣処置委託料 720 エレベー夕日
保守委託料 636 冷房機保守委託料
8.02 便器清掃及び保守委託料
500 電話交換機保守委託料 360
フィルムパッチ測定委託料 216 
給食 リフト保守委託料 132 自家用
電気工作物保守委託料 280 X線胸
部間接撮影委託料 320 院内消毒委
託料 450 X線漏えい線量測定委託
料 11 0白自動火災通報装置保守委託
料 42 自動火災報知設備委託料 1少2
レセプト計算委託料 378 ばい煙測
定委託料 240 オープンシステム往
診委託料 20 電子レジスタ ー補修委
託料 60 消防器具点検委託料 60

経費 | ス063

賃借料! 日、496

委託料 r--23.078 

通信連機費 1 3，328 

諸会費 I 809 

電話料 3，228 切手 ・はがき代 100 

南多摩医師会費 177 南多摩医師会
連盟会費 25 東京都医師会費 53
日本医師会費 47 日野医師会費 35 I 
全国自治体病院協議会費 74 I 
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款 項
目 司よー竺一一_I_2_豆町一 1!iH一一一 考一一

千円 i三多摩公立病院運営 千円

協議会轡 9日 日本
及び東京衛生検査技自育委費'-51 南
多摩地区病院事務研究会費 10八
王子・日野保健所管内病院婦長会
費 3 日本及び東京放射線技師会
費 40 日本産婦人科学会費 10 
日本看護婦協会費 60 臼母・東母
会費 25 全国自治体病院開設者協
議会費 35八南助産婦会費 5 慶
応議塾大学関連病院長会費 25 白
本防火管理者研究会費 4 東京都
病院薬剤師会費 35 東京ポイラ申
技師協会費 5

款 l-~頂 節 予定額 備 考

千円 千円

12F31 

研究雑費 256 学会出席者会費等

? 0.5 41 

!支払 1 

2患者外給

雑 費
. 231 I麻薬取扱申請手数料 8 広告料 50

解剖弔慰金 12病理解剖及び保存
費 40 精度管理調査費 i3 テレ
ピ受信料 23 自動車重量税 85

患者外
給 食 材 料 費

:)，930 I職員食ろ，986 付添食1.944

ー ーーーーー一戸幅四ーーー・ーーーーーーーー・ーーー-ー司---・4唱静》目--・・ ・1
』

交 際費 I 400 

5准看護婦
‘養成費

4，608 

一 一 ー ←一 一 一 一一一一
4減 イ面
・償却費

給与 費
29，933 

建物 |呪776
減価償却費
トー-一一 ! 

構築物 I 344 r 
減価償却費

器械備品
減 価 償 却 費

車稿

! 減価償却費

5資産
減耗費

1引8i 3 

。
一一一

2 

棚卸資産
減耗費

減固定耗資 産資

6研究
・研修費

トー司
研究材料費

ー寸一一一一一一一一 一一一一一一一一一

3，329 

謝 金

350 

240 
四一
一

同
一

料
一
金

材
一
謝

用
一
師

究
一
講

研
一
い

学
一
へ

医

一
招

図書費 980 医学図書 600 その他 300

旅 費 1，503 I医師及び技師 ・看護婦等学会出席

」竺費一・ 1 
. 
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資本的収入及び 支 出

収 入
昭和 53年 度 目野市立総合病院事業会計資金計画

(単位千円)

款 項 目
節 ---1ぼ空色L備

考

千円 区 分 前年度決算見込 当年度予定額 増減(ム印は滅)

戸J立~ 入 資 金 1， 1 0 3，3 4 9 1，2 3 2，4 0 7 1 2矢058

事 業 収 う-lJ.七n:: 6 8 6，4 1 6 769，874 8 3，4 5 8 

前年度未収金 1 0 4，6 9 4 9 3，2 5 1 ム 11， 443 

一 般 会 計 出 資 金 。 2 0，00 0 2 0，0 0 0 

他会計負担金 6 0，6 0 3 6ス880 ス277

v池会計補助金 1 5 5，0 0 0 1 7ス12 0 2 2，1 2 0 

都 補』 助 3外乙、1 6 3， 7 2 0 6 3，3 O 0 ム

i人I二 業 債 。 。 。
一 時 1正公日ニ 入 :ili: 。 1 2，5 0 0 1 2，5 0 0 

国定資産売去IJ代 金 。
前年度繰越金 32.915 2 8，4 2 1 ム 4，494 

一 一一
支 払 資 金 1，0 7 4，9 2 8 1， 2 0 1， 0 9 8 1 2 6，1 7 0 

一 一
事 業 費 用 9 8史655 1，0 9 5，9 3 8 106，283 

前年度未払 金 3 8，5 3 9 4 1， 3 0 0 2，761 

貯 i読 ロにロI 2 2 。
建 三ロ壬ル又 改 良 費 26，200 3 4.5 4 7 8，347 

看護婦貸付金 。 600 600 

企業債償 還 金 2 0，5 32 1 6，2 1 1 ム 4，321 

一時借入金返済 。 1 2，5 0 0 1 2，5 0 0 

差 ヲ! 2 8，4 2 1 2，888 I 

‘ 一 一一

1.資本的収入
' E 

1.出 資 金 I I I 20，000 I 
一一一 一一一一
1一般会計からI I 20.000 I 

の 出 資 金

一般会計から I20.000 
の出資金

産
金

資
代

定
釘

間
売

卜
2

ー一一一斗一一一 一一一

ト一一一一ー一一一一一一一一ト一一一一

出支

豆一一一|一一 一旦一一

1.改良費

1.資本的支出

1.建設改良質

2.看護婦 ・准看
護婦貸付金

600 

1.看護婦 ・准看
護婦貸付金

600 

看護婦 ・准看 I 600 
護婦貸付金

3.企業債償還金

資本的収入額が資本的支出額K不足する額 31， 357千円は、内部留保資金で補てんす る。
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昭和 52年度 目野市立総合病院事業会計予定損益計算書
(前年度)

(昭和 52年 4月 1日~昭和 53年 3月 31日まで)

( 単位 千円 )

医 業 収 益

(1) 入 院 収 益 4 3 2，3 0 9 

(2) 外 来 収 益 3 1ス551

(3) その他医業収益 29，807 7 7矢667

2. 医 業 費 用

(1) 給 与 費 7 9 6，2 30 

(2) 材 料 費 1 8 5，59 5 

(3) 経 費7 7 3，5 5 rJ 

(4) 減 価償却費 2 6， 1 2 6 

(5) 資産滅耗資 2 

(6) 研究研修 費 2，580 1，0 5ス083

医 業 損 失 2 7ス416

3. 医業 外収益

(1) 受取利息及び配当金 742 

(2) 他 会計補助金 1 5 5，0 0 0 

(3) 者日 補 助 金 6 3， 7 2 n 
(4) 負 担4 金交 付 金 60，603 

(5) 患者 外 給食収益 6，894 

(6) その 他 医業 外収益 8'，801 2 9 5，76 0 

4. 医業 外 費用

(1) 支 払 利 怠 1 0，4 0 4 

(2) 患者 外 給食材料費 5，7 0 1 

(3) 准看護婦養 成 費 1，0 1 8 

(4) 雑 損 失 2 1ス12 5 

経 常 不リ 益 1，2 1 9 

5. 特 月リ 利 う」品そ1. 

(1)、固 定 資産売却益

(2) 過 年度損益修正 225 

(3) その他 特 別 利益 262 488 

6. 特 別 損 失

(1) 画 定、資産売 却 損

(2) 過年度 損 益 修 正 1.205 

(3) その他特別 損失 1， 207 

当年度純利 益 500 

前年度繰越利益剰余金 2 1. 2 1 3 

当年度未処分利益剰余金 2 1. 7 1 3 
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昭和 52年度 目野市立総合病院事業会 計予定貸借対照表(前年度)

(附和53年5月31日)

3 

資 産 の 部 負 債 の 音日

千円 千円 千円 . 千河 千円 千円

国 定 資産 4. 流動負 債

(1) 有形固定 資産 (1 )一時 借 入 金 C 

イ)土 地 5，59 8 (2) 未 払 金 4 1， 3 0 0 

ロ)建 物 2 6 2，3 4 8 (8) 前 受 ~ハZ、L 800 

建物減価償却引当金 6 4，5 9 2 1 9ス756 (4) 預 り 金 1 0 

ハ)構 築 物 4， 7 2 4 流動負債合計 4 2，11 0 

構築物減価償却引当金 1. 7 6 1 2， 9 6 3 負 債 えに3誌 言十 4 2， 1 1 0 

ニ)器 械備品 1 7呪952 資 本 。〉 音i~

器械備品減価償却引当金 ヲス 285 8 2，6 6 7 
5. 資 本 1五八IZ 

ホ)車 輸 1， 5 3 3 (1) 自 己 資 本金 1 7 6，8 0 2 

車輔減価償却引当金 七216 317 (2) 借 入 資本金

有形固定 資産 合 計 2 8呪301 ょ人乙 :業 債 1 3 6，0 7 8 1 3 6，0 7 8 

(2) 無形固定資産 資本金 合計 3 1 2， 8 8 0 

イ)電 話 加入 権 1 0 2 102 6. 乗ij 余 金

無形固定資産合計 102 

固 定 資 産 合計 2 8ヌ403

(1)イ 資国本庫補剰 助余金金
6，9 4 1 

ロ)都 補 助 金 引oO 7 
ハ〉受贈財産評価額 395 

2. 流動 資産
資 本剰余金合計 1 6，4 0 3 

(1 )現 金 預金 2 8，4 2 1 

(2) 未 収 /五区九 9 3，7 4 2 

(3) 貯 蔵 口口口 1 5， 1 0 0 

(2) 利 益 未余剰余金処年分余度利金
イ)越菊当利l年益度剰 益
残繰 ィ末ヨ高ヘZ 5 4， 7 7 3 

当年度純利益 500 
流動資産合計 1 3ス26 3 

利益剰余金合計 5 5.2 7 3 

、 剰、 余 ノ立¥ メE3h 7 1， 6 7 6 

も資本 金 ぷ口h 言十 3 8 4，5 5 6 、
資 産 ぷEコ』 言十 426666 負債 . 資本合計 4 2 6.6t) 6 
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昭和 53年度 目野市立総合病院事
業会計予定貸借対照表(当該年度)

(昭和53年3月31日)

資 産 の 吉日
負 債 の 音日

千円 千円 千円

固定資産 千円 千円 千円

4. 流動負債
( 1) 有形固定 資産

(1)一時借 入 金 。
イ)土 地 5，598 

(2) 未 払 金 4 2， 0 0 0 
じ)建 物 2 6矢806

(3) 前 ;戸ヌ主;- 金 800 
建物減価償却 引 当金 7 4，3 6 8. 1 9 5， c， 3 8 

(4) 預 り 金 1 l 
ハ)構 築 物 4， 7 2 4 

流動負債 合計 42，810 
構築物減価償却引当金 2， 1 0 5 2， 6 1 9 

負 依 よE〉Ih 4 2， 8 1 0 
ニ)器械術品 2 0スo4 1 

資 本 の 音[1
器械備品減価償却引当金 1 1ス098 8引943

5.資 本 金
ホ)車 l踊 3. 1 6 8 

(1 ) 自 己資本金 1 7 6，8 0 2 
車 輔減価 償却 引 当金 。 3， 1 6 8 

(2) 借 入 資本金

有形国定資産合計 2 9 6， 7 6 6 
企 業 債 1 4 0，3 9 8 1 4 0，3 9 8 

(2) 無形闘定資産
資本金合計 3 1ス200

イ)電話 加 人権 1 0 2 1 0 2 
6. 剰 余 金

無形固定資産合計 1 0 2 
( 1)資本剰余金

(3j 投 資
イ)国庫 補 助 金 6， 9 4 1 

イ)看護婦 ・准看護婦貸付金 600 600 
ロ)都 有ti 助 /玉iT. 史067

投 資 よに』1 702 
ハ)受贈 財 産評 価 額 395 

固定資産合計 297，468 
資本剰 余 金 合 計 1 6，4 0 3 

2. 流 動資産

(1)現 金 預 ~ 、h 2 4， 7 1 8 

(2) 利益剰未分余金

繰イ越)利当年益度剰 処 刑益残剰高余金
余金年度末 5 5，2 7 3 

(2) 未 収 金 9 5，0 0 0 当年度純刺益 5 0 0 

(3) 貯 蔵 品 i 5，0 0 0 利益剰余金合計 5 5， 7 7 3 

流動資産合計 1 3 4，7 1 8 
剰余金合計 7~_2， 1 7 6 

資 本 ムロ 言十 3 8司376
資 産 Aロh 言十

1 

~~218 6_ 
負債 ・資本合計 4 3 2. 1 8 6 
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給与費明細 書

1. 総括
2. 給 料 及 び 手 当の増誠額 の明細

区 分
職員数 給 与 費 法定

特別職 一般職 報酬 給料 賃金 手当 計 福利費
合計

区分 増減額 増減額の増減事由別内訳 説 明 備 考

本 損益勘定支弁職員 8人 1 75人 1 08刊 る75，9921'1 51，51 T{' 3 7 8，3 6す 805，97ヲ 40，7521'1 846，7291'1 

年 資本勘定支弁職員 。 。 。 。 。 。 。 。 。
度 iι斗z 計 8 1 75 1 08 375，992 51，51 1 378，366 805，977 40，7 5 2 846，729 

千円 干円
給料表口……医師 給与改定の状況

1給与改定に伴う 1呪518 
表上 5.34% 実質 5.25% 給料改定率{医師 5.87% 

増加分
給料表H....・・医師以外の職員 前年度 {給与改の定実施時期その他 6.38% 

前 損益勘定支弁職員 8 1 77 96 346，415 4 5，659 351，384 743，554 37，584 781，1 38 表上 6.039忠実質 6.27%削攻定 52年4月1日

年 資本勘定支弁職員 。 。 。 。 。 。 。 。 。
度ー ぷ同弘 計 8 1 7 7 96 346，415 45，659 351，384 743，554 5ス584 781，1 38 

比 損益勘定支弁職員 。 ζ込 2 1 2 29，577 5，852 26，982 62，423 3，1 68 65，591 

資本勘定支弁職員 。 。 。 。 。 。 。 。 。
較 iロ~ 計 。 d 2 1 2 29，577 5，852 26，982 62，423 3，1 68 65，591 

扶養手当 9，1 56 調整手当 32，245 管理職手当 17，881 住居手当 1 1，83す

手当の内訳 通勤手当 6，431 宿日直手当 1 4，692 時間外手当 14，976 其明議助手当 212，740 

給
(平均昇給間差額×現K在職す 平均昇給率 3.31 % 

2普通昇給に伴う 1 1，1 1 9 
る職員数 )X 1 2ヶ月 (昇糊) (職員数)

増加分
57人

29，577 
5，720円X162名X12ヶ月 昇給期別 7月 36人

職員数 1 0月 39人

1月 30人

特務毅勝手当 4 7，1 1 4 夜間毅筋手当 6，1 1 3 退職手当 5，000 児童手当 1 80 職員数の異動に係る減少 職員数の異動状況

一般職員 1人当り給与費の状況

区分 1人当 り給与額

料 2，0 72千円
(現る職に在員数職す) (その他) (計)

給与改定留保額
5その他の増減分 ど:'-，，1，060 本年度 1 63人 1 2人 1 75人

53年度(3.5%)-52年度(3.5%) 

本年 度 4，282 乎阿 1 2，621千円-11，609千円
前年度 1 63人 1 4人 1 77人

前年度 3，91 3 =1， 01 2千円
増減 0人 ム 2人 ム 2人

初任給の状況

区 分 学歴 医師 看護婦 医療技術員 事務員 技能労務者

53年1月1日 高校卒
円 92，00 Ifl 95，20 Ifl 92，00 Q3 9 2，0 0 0円

年末年始勤務手当の改定Kよる 特殊勤務手当の状況(1人平均月額)

1特殊勤務手当の 増加額 31 0千円 医師 看護婦 その他
増滅分 ス272

急患手当等による働噸 1，086千円 本年度 1 2 3，7 81 2 1， 2 9 4 1， 9 6 6 
現在 大学卒 1 7 8，3 0 0 1 04，800 108，200 1 04，800 1 04，800 

夜間看護手当 の改定に伴う増加 前年度 12625013，827 1， 783 
52年1月1日 高校卒 87，000 90，000 87，000 87，000 5，876千円 夜間看護手当 2，000円を 3，000円K改定

現在 大学卒 1 68，800 ?呪 300 102，500 99，300 99，300 
期末 ・勤勉手当の支給率

平均給与月額及び平均年令の状況

区 分 医師 看護婦 医療技術員 事務員 技能労務者

平料均月額給
円 円 円 円 円

5 3年 1月 1日 280，185 1 53，931 1 74，881 1 68，255 1 73，651 

本存蓑{支給期 6月 1 2月 5月
2期末勤勉手当の 8，1 46 支給率 2.3ヶ月 3.2ク月 0.5ヶ月

増減分
給与改定Kよる増加額

手 • 前年度{支給期 6月 1 2月 5月
支給率 2.4ヶ月 3.4ヶ月 0.5ヶ月

現在 平均年令 43.3 才戸 33.0 才 34.7 才 36.0 才 42.9 才

5 2年 1月 1日 言背番 2 78，485 1 4ス229 1 65，650 1 51，680 1 57， 333 
3.調整手当の増減 2.531 給与改定による増加額 (本俸 +扶養手当+管理職手当 )X8%

26，982 分

現在 平均年令 46.0 33.3 34.5 3 3.2 4 2.0 

等級別職員数の状況

区 分 等級 医 師 看護婦 医療技術員 事務員 技量智3務員 准牛看委託待

1 。 。 。 。

4.扶養手当の増減 1， 200 改 定 に よ る増加額 配偶者手当 ス000円を8，000円に改定
分

そ の 他 4.000円を4，500円に改定

5住居手当の増減 2，1 56 改 定 による増加額 5，000円を 5，500円K改定
当 分

2 9 1 。 。 。
5 3年 1月 1日 5 4 5 4 2 。 。 6時間外手当の増 1，931 給与改定に伴なう増加額

現在 4 41 1 5 1 2 26 。 減分

5 32 5 4 1 ス夜間勤務手当 の 382 給与改定K伴なう増加額

計 1 4 79 22 20 27 
増減分

1 。 。 。 。 8管理職手当の増 ζ込648 職員退職に伴なう減少額

2 1 0 。 。 。 減分

5 2年 1月 1日 5 2 5 4 2 。 。
Rその他の増減介 4，01 2 宿日直手当の改定による増加 宿直 5，00 0円を 5.500円

現在 4 45 1 5 1 2 25 。 額 日直 2，500円を 2，750円

5 24 4 2 8 

計 1 3 75 20 20 27 8 
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昭和 53年 度

受託水道事業特別会計予算書

" 
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昭和 53年度目野市受託水道事業特別会計予算

昭和 5 3年度目野市の受託水道事業特別会計の予算は、次に定

め るとこ ろ によ る。

(歳入歳出予算 )

a第 1条 歳入'・歳 出予算の総額は、歳入 ・歳 出それぞれ 86 3，9 3 7 

千円と定める。

2 歳 入・ 歳 出予算の款項の区 分及び当該区分 ごとの金額は、

「第1表 歳入・ 歳 出予算」に よる。

(歳出予算の流用 )

第 2条 地方自治法 22 0条第 2項、ただ し書;の規定に より、 歳

出予算の各項の経費の金額 を流用することができる場合は、

次の とお りと定める。

(] ) 各項に計 上 した給料 ・職員手当等お よび共済費に係る

予算請に 過不足を生じた場合におけ る同一款内での これ

らの経費の各項の閣の流用。

昭 和 53年 3月 ? 日提 出

日 野 市 長 森 田 喜美男
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第 1 表 歳入 ・歳出予算

歳 入 昭和 53年 度

厄士j八， 項 金 額

都 支 出 金 8 5 3， 8 6 7 
干円

ト一一一一

委 託 ノ~ 8 5 3， 8 6 7 

2. 諸 収 入 1 0， 0 7 0 

受託事業収入 1 0， 0 7 0 

歳 入 メE2コλ 8 6.3， 9 3 7 

受託水道事業特別会計予算

実施計画及び説明書

出歳

3E31へl' 項 金 額

受託水道事業費 8 6 3， 9 3 7 

水道管理 費 4 9 4， 5 3 7 

2. 建設 改良 費 369，400  

F斗乱たを 出 ぷ口h 言十 8 6 3， 9 3 7 ー

.. 

-98ー



. ¥ ・

歳入歳出予算事項別明細書
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1.総括

歳入

1"1" 

2き1・(A
ト一一一一

都 支 出 金

2. 諸 収 入

歳 入合計

歳 出

本年度
款

予算額

千円

受託水道

事業費
863，937 

一『

歳出合計 863，937 

-ー圃 一 ←

本 年度予算額

千円

8 5 3，86 7 

1 0，0 7 0 

8 6 3，9 3 7 

前年度
比 較

予算額

千円 千円

68ス040 1 76，897 

68ス040 1 76，897 

~99ー

前年度予算額 比 較

千円 千円

67呪770 1 7 4，0 9 7 

ー

ス270 2.8 0 0 

6 8ス040 1 7 6，8 9 7 

本年度の財源内訳

特 定 財 源、
一般

支国出都金 地方債 そり他|財源

千円 千円 千円 千円

853，867 。1 0，070 。

-ー

853，867 。1 0，070 。



2. 歳入

(款) 1. 都支出 金

(項) 1. 都 委託金

較
節

目 本年度 前:年J度 上七

区 分 金 額

千円 千円 十円 千円

7.水道事業議t金 853，867 67矢770 1 7 4，097 1.水道事業委言宅金 853，867 

‘・1

言十 853，867 679，770 1 74，097 ~ ~ 

説 明

一一一一一「
千円

水道事業委託金
、‘、

一一ーーーーー一ー一ーーー一ー一一一一一ーー一ーーーーー一一ーー一一ーー一-一一一一ーーー一-ーーーーーー一

(款) 2. 諸収 入

(項) 1. 受託事業収入

貨j

目 本年度 前年度 比 4茨
区 分 金 額

ト 日 J . 
千円 千円 千円 千円

1下水道使用料 i 0，070 ス270 2，800 1.下水道使fF料 1 0，070 

徴4定事務委若t金 | 徴ゆ窃説委託金

、 ， 、

言十 1 0，070 ス270 2，800 ~---- ~~ 

説 明

千円

下水道使用??;徴収事務委託金

(款 諸 収 入 )
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ろ.歳

(款)

(項)

目

1.浄水 費

出

1. 受託水道事業費

1 水道管理費
..._・， 一号

本 年度 前年度

千円 千円

1 94，7 6 0 1 81，560 

本年度の財源内訳

[-七 較 特 定 財 源
一般財源

関都支出金地方債 その他 区

千円 千円 千円 千円 千円

1 3，200 1 94，7 6 0 。 。 。
2. 

3. 

4. 

ト

9. 

1 1. 

1 2. 

トーー一一一ー

1 4. 

1 5. 

1 6. 

-1 02~ 

節

説 明
分 金 額

千円
浄水事業経ド

千円

給 料 4 2，2 9 1 一般職

一 一

職員手当等 39.164 

共 済 費 6， 9 4 5 職員共済組合負担金他

ー一

旅 費 4 1 普通旅費

ー一

需 用 費 8 8，0 9 2 被 Æ~ 費 384 

備消耗品費 1，4 2 6 

光熱水費 2 7 7 

燃 料 費 ↑3 5 

動 力 費 84，970 

印刷製本費 143 

修 繕 受 7 5 7 

一一

役務 費 437 通信運搬費 3 3 1 

手 数 料 1 0 6 

一一一

委 託 料 8，448 浄水場電気工作物管理 3，36 0 

言十装設備保守 3.7 1 0 

浄 ・配水場及び水夜、用地除草他 1， 3 7 8 

使用料及び 456 東電共架料及び通信回線使用料

賃 f北日 料

工事誇負費

原材料費 1， 1 8 6 素

(款 受託水道事業費)
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(項) 1. 水道管理費

本年度 の財源、内 訳

目 本年度 前 年 度 比 較 特 定 財 源、
一般財源

関都支出金 地 方債 その他

千円 F円 !刊 千円 千円 千円 千円

I 2.配水 費 8ス590 69，270 1 8;320 8ス590 。 。 。

‘ " 、

3.給 水 質 74，967 46，590 :2 8，3 7 '7 74.967 。 。 。
. 

' 

一一一 一 一

"dず

且p

区 介 t. 
::m: 額

2給料

3 職員 手 当 等

4.共済費

9. 首長 受

説 明

千円

一一「
千円 a

。配水事業経費

22，877 I 一般職 1 1人

¥ 
19，59 8 

五756 I 職員共済組合負担金他

7 1 

1 1需用授 7 8 0 

13安託 料 I 2，634 

2給料

3.職員手当等

4. ;t4 済費

呪旅 J 

1 1.需 :用費

1 7 9 

。〆
一
41

9
一
O
〆

っι
一
4
1

，
-

'
 

nO

一
/O

A
1

‘a
-

A

1
4
'
 

3，0 0 1 

3 1 

745 

普通旅 費

被 服 費

備 消耗品費

印刷製本費
修繕費

消火栓 ・仕切弁謝盤等

水道管布設K伴う借地料

215 
259 
1 5 6 

150 

材器

、
ー

人

用

/
俊

8

¥

設

旧

一
裕
1
1
1

移

復

一
世一対

管

管

一

事

職

水

水

一
水

般

配

配

一

給

一
一。

職員共済組合負担金他

応通旅費

被服 費
備 消耗品費
燃 料 費

f
O
7
J
門

4

6

1

4

 

1

3

 

-1 04~ 

(款 受託水道事業費〉
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(項) 1. 水道管理費

本年度の財源、内訳

目 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源
一般財源

国者!技:出金 地方債 その他

干円 千円 千円 干円 千円 干円 千円

4.受 託 ス130 6，320 81 0 ス130 。 。 。
事業費 .' 

5業務費 1 30.090 11 6，880 1 3，21 0 120，020 。 1 0，070 。

i 

-:-106-

. 

‘ 

節

区
説 明

金 額分

千円 千円

印刷製本費
修繕費

漏水工事及び検満量水器取替

丙止水せん設置工事及び隔測量:水器設鑑工事

20 
200 

1 6.原材料費 給水関係材料

I 0 受託事業経費

I 3，445 I 一般職 ¥， 2人

5職員手当等| 山 1

4共済費

2，005 

2.給 料
、、、埼咽

a ト一一一-

職員共済組合負担金他

9.旅 普通旅資費 2 1 

ト一 一一一一一一

1 1需 用 費 1 0 4 被 月良 資資 4 4 
備消耗品 4 0 
印刷製本費 2 0 

...-戸--ー、
ト一一一一

!o業務 経〆
2.給 料

3.職 員 手 当 等

4.共 済 職員共済組合負担金他

ス賃 金

ド
女旅 費

寸
普通旅費

1 O.交 際 費 1 5 0 受託水道事業K伴なう交際費

1 1.需 用 費 5，902 被服費 149 
備消耗品費 1， 3 7 9 

(款 受託水道事業費)
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(項) 1. 水道管理費

本年度の財源 内 訳

目 本年度 前ー年度 比 較 特 λHヒ『 財 務、
一般財源ド一一

同者校出金 地方債 そ の他

一

計 494，537 420，620 73，91 7 484，467 。 1 0，070 。
」ー町

4・

-108 

節

Aμ 金 額

1 2.役務費 1 0，3 3 5 

一 一一 21 3.委 託料 111，428 

---_. 一 一

1 4.使 用 料 及び

賃 借料

1呪負担金、補助

及 び交 付 金

2 2補 償 、 補操

及 び賠償 金

2ス公課

2 8.繰 出 金
呪478 I -…出 恩給一一

nu 

a
1
h
a
 

8 6 

説 明

千円

光熱水費

燃料費

印刷製本費

修繕費

食 町糧 費

484 

1，4 2 9 

1，2 9 3 

1， 1 1 8 

5 0 

通信運搬費

手数料

保険料

6，265 

3，81 4 

256 

料金計算事務

検針事務

庁舎響備等

5，843 

2，280 

3，30 5 

自動車借上料

負 担 金

日本水道協会他

科目存置

自動車重量税

一二=-

，
 

t
l
 

jk
 

(款 受託水道事業費 )
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(款 ) 1. 受託水道事業費

(項) 2. 建設改良費

本年度の財源内 訳

目 本年度 前 年 度 比 較 特 定 財 主単
勾 一

一 蹴源、
国者医支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1. 71< 道 1 01，000 69，420 31，580 101， 000 。 。 。
改良

!2.水 道 268，4 0 0 1 9ス000 71，400 268，4 00. 。 。 。
建設費

言十 369，400 266，4 20 1 02，980 36呪400 。 。 。

、

，. 
4

、

• 
L-

ベ10ー

節

区 分 |金額

千円

1 5.工 事詩負費 3ス70 0 

1 8備品購入費口 3，300 

2給 料 3，69 1 

3.職員手当等 ろ，268

済貿 6 0 9 

強' 4 0 

11i 用費寸一万7

説 明

千円

。水道改良経費 E ゾ

消火栓設鑑 ・浄水場改修及び配水管負担工事

;量水器

自動車 他

。水道建設縦費

一 般職 〈2人

職員共済組合負担金他

普 通 旅 費

被 服 費

備消耗品費

燃 料 費

印刷製本費

修繕費

3，"000 I 都道舗装復旧監督1 3委託料

1 5.工事請負資 125ス10 0 配水管不li設工事

6 2，0 6 0 

1， 2 4 0 

3 8 

1 6 8 

274 

1 2 6 

86 

~111ー
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2. 

区分

一一一一一
)
 

4.‘.a (
 

給 与 費 明 細 書

般 職

総 括
、

給 与 費
共済費 合計 |備考

叫 給料イ職員手当| 十
人 千 千 千円 千円 千円 千円

65 0 13A195T2m2 125仰 7 22，233 277，130 

(2) 給料及び職員手当の増減額の明細

区分|増減額 |増減額の増減事由別内訳i 説 明 イ蒲 考

千円

1 4，025 

j
 

H
F
l
 

f
b
'
 

期

期

時

時

率

施

率

施

%

定

実

定

実

5
D
月

月

月
凡

改
定

改
定

五

持

i

'

O

況

の

改

の

改

M
m
4
7
1

状

料

料

料

料

j

/

~

の

給

給

給

給

率

(

|

(

1

1

定

(

{

給

別

数

改

度

度

昇

期

王

与

年

年

均

給

F
E

給

前

本

平

昇

職

円

一

月
7
r

×

行

一

7
円

一

-
町仇

6
円

F
3
?

一
千

一
語

5
干

(

引

け

引

刈

1
一
約

×

辺

4

6
〔

1
2
7
-

z
i
5
II

乙
0

3

乱
2

1

J

一
対

3
辺

2
1
1
5
1
7
一

ヌ

7

3

1

一一

T

Z

一

平

丘

Z

I
l
--

「
l
i
-
-

m
M
 

γ
r
A
a

つι
民
υ

寸
/

円
ノ
ム

7
f
 

弐〉

守人

(職員数)

2 9 人

1 6 人

7 人

1 1 人

職員手当

の内訳

1.給与改定
lて伴なう
増 加分

給料

6.35% 
4月i

%i 
扶養手当 5，872 調整手当 11， 688 

通勤手当 3，764 住宅手当 3，968 

夜勤手当 2，437 

期末手当 65，139 勤勉手当
1 5.71 0 

管理職手当 4，81 6 
超過勤務手当

5，51 6 

2.普通昇給
K伴なう
増加分特殊勤務手当 1， 79 2 

一般職職員 1人当 り給与費の状況

日両 2，9円 職員数の異動 職員数の異動〉状況

K係る増加 (現る陀職在員職数)(その他) (計 〉
干円 す

2，999 前半一度 6 3人 o 63人

本年度ー 6 3人 。 63人

増減 。人 。 。人

EUZ ilT調整手当 1.2官官伴 調整手当の支給率
の 増加 前年度支給率 8 C;も

本年度支給率 8 ~も

初任給の状況

「区一 分]
153年 4月1 日 l
i 現在 l

l 現在 |

'一
学 歴 | 事 務 職

高校卒 I 9 2，0 0 0 円

大学 卒 I 1 0 4，8 0 0 

高校卒 I 8ス0o 0 

大学 卒 I 9又30 0 

平均給料月額及び平均年令の状況 2期末・勤勉 I1 0，41 7 I i期末・勤勉手当の支給率
手当の増減

{支給給率期 6月 1 2月
前年度 支士 2.4 ヶ月守 3.4 ヶ月

(文給期 3月 言十
支給率 O. 5 ヶ月 6.3 ヶ月

本‘年ー・民庶血 { 支文給給f2期t{ 6月 1 2月
2.25ク月 3.2 ヶ月

{文給期 3月 言T
支給率 O. 5 ク月 4.95ヶ月

一 一区 分一 | 事 務職

5 3年 4月 1日 |平均給料]額 I1 9 0， 1 00 円

」ー 現 在 「平均年令 |一一一一iLZ一一
152年 4月 1日 |平均給料月額 I 17 2，8 0 0 円

現在|一平す五7令-1-' --3-4 ::t 

等級別職員数の状況

区 分 事 務 職

5 3年一 仁 1 級
人 4等級 4 7 人

現在 2等 級 2 5等級 8 

5等級 5 言十 6 3 

5 2年 4月 1日 ~~ 等級 4等級 4 2 

現 在 2等級 5 5等級 1 2 

ろ等級 5 6 3 

一月

一

一千

8

1

一

一
当
当

一

一
手
手

一

一
説

宅

一

一
通
住

μ

一

一
日

5
当

引

当

一

一

当

手

;
手

一

一
当
手

務

当

務

一

一
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四
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昭和~ 53 年度

農業共済事業特別会計予算書
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‘ f 

日野市農業共済事業特別会計予算昭和 ~r ': 3' 年度

則)(総

昭和 5 3年度目野市農業共済事業特別会計の予算は、第 1条

次に定めるところ Kよる 。

数
一
一
頭

亡二!

次のとおりとする 。

区 分 引受戸数 |引受面積 引受収 量 区 分 引受戸数 引受頭

水 稲 470戸 1 2.000 a 286，000 K9 |乳 牛 5戸 3 4 
四一

|種
ーー 一一

陸 稲 4 0 450 5，4 0 0 豚 4 80 

麦 3 0 400 8，4 00 

(事業の予定量)

第 2条 事業の予定量は、

「

次のとおりと定める 。

(収益的収入及び支出)

第;ろ条 収益的収入及び支出の予定額は、

収 入

-
，
 

a4‘-‘吋、

!
 

摘 要 共農済作勘物定 委済勘差 業務勘定 l総 よ口』

共済事業収益
千円 千円 千円 千円

第 1款 2.435 2.0 92 1 2.5 5 4 1スo8 1 
一一一

第 1項 事業 収益 2.435 2.092 1 2，5 0 3 1ス030

第 2項 事業外収益 。 。 5 1 5 1 

出

摘 要 農共済作勘定物 共家済勘畜定 業務勘定 主I土ひ、 メ口h、

第 1款 共済事業費用 2.435 千円 2，09 2 千円 1 2.5 5 4 干円 1 ス081千円 I

第 1項 事 業 費 用 2.434 2.092 1 2.5 3 2 1ス058

第 2項 事業外費用 。 。 2 2 

第 5項 予 備 費 2 0 
， 

G 2 1 
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(一時借入金〉

第 4条 一時借入金の限度額は、次のとおりと定める。

農作物共済一時借入金 30.0.千円 r

家畜共済一時借入金' 三0.0.千円

業務勘定一時借入金

(他会計からの補助金 )

5 0.'， 0.千円

第 5条 農業共済事業実施のため、一般会計から補助を受ける

金額は、ス 2 9 8千円である の?

昭和 5 3年 3月 9 日提出

日野市長 森田喜美男

-116-
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農業共済事業特別会計予算

実 施計画及び説明書



4 . 

k
g
s

、

‘J
L
X

持‘

'1>' 

-117-



出支び及入収的益収

農作物共済勘定

第 1款 農作物共済事業収益
入

説 明

j・ー司~. ，~ 目」

|農 家 負担 分

‘・

~. ... ~ . .. 

異常共済掛金基準額十〈総共済掛金額一異常共済掛金額)x通常責任保険歩合

いーーーーー一一
ー』ー --

昭 和 5 3年 産 麦
トー

ー目・.

‘.'、

J 

:
・1111L
・
4
H刊
誌
面
昔
唖

nut
-
a
E
1
i
j
a
t
i
s
-

収

項 目 節 予定 額

1事業収主主 2.4 3 5 千円

1農作物共済掛金 1， 0 7 0 

1. 水 稲 共 済 掛 金 981 

2. 陸 稲 共 済 掛 金 6 6 

3.麦 共 済 按ト 金 23 

2.農 作物保険金 1， 3 4 7 

1.水 本語 保 険 金 1， 1 8 8 

2. 陸 稲 保 険 金 1 3 1 

3. 変 保 険 金 2 8 

3.農作物責任準備 1 2 
金 戻 入

1. 麦責 任 準 備金 戻 入 1 2 

4.不 足金 てん補 5 
準 備 金戻 入

1. 7Mi問涜金てん補側諸金戻入

2. 陸稲不足金てん符準備金戻入

3. 麦不足金てん補準備金戻入

5.農作物特別積立 3 
金 戻 入

1.水稲特別積立金戻入

2.陸稲特別積立金 戻 入

3. 麦特 別 積 立 金 戻 入

言十 2，435 
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第 1款農作物共済事業費用 支 出

項 目 節 予定額 説 明 コ
1.事業費用 2，4 3 4 千円

....，~ .. .・ ‘ ι

1.農 作物保険料 3 7 「議芸雲担籍者警高議事差掛金額一異常共済掛金基準額)x通常黄色

1 水 稲 保 険 事↓ 9 
句 J

2 陸 稲 保 険 料 26 

3. 麦 保 険 料 2 
ー' ・咽

2.農作物共済金 2;3..7 3 総共済掛金と同一額
4 

. ，、

1 水 稲 共 済 金 2，1 5 8 
ー

2 陵 稲 t 共 済 3人Z 1 6 8 
、'‘? 

ト一一目 一一

3 麦 共 済 金 4 7 
ト ー

ろ農作 物無事戻金 ろ

巴喝 ー 1 水 稲 無 事 戻 3i 
局時品目白ーー-...・

2. 陸 稲 無 事戻 金

3. * 無 事 良 金

4.農作物責任準備 2 1 

金 線 入
1 麦責任準備金繰ス | 2 1 農家負担共済掛金一保険料

2.予備費
一

いー
費

言十 2，435 

、

‘ 
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家畜共済勘定

第 1款 家畜共済事業収益 収
入

i!守

項 目 節 予定額

1事業収益
千円

2，092 
‘ "ー4・ー

1家 畜共済 掛 金 6 0 2 
ー一

7 家 畜 共 済 掛 金 6 0 2 

2家 畜 保険金 1，4 9 0 

1・家 EE死廃保険 ノ3ヘr. 555 

2 家畜病ー傷保険 金 935 

言十 2.092 
一

第 1款 家畜共済事業費用 支

手頁 目 節 予定額

1.事業費用 2，[J 92 
千円

1.家 畜保 険料 602 

1.家 3f羽6:' 保 険 料 6 0 2 

2家畜共済一金 1， 4 9 0 

1.死 廃 ー共 済 金 555 

ョー 一 ー 2-.病 傷 '共 済 エ井区¥ 935 
，声噌

言十 2，092 

説 明

手し 牛 267 種 豚 ろ35

手重 豚

L一一

種豚 624

出

言見 明

掛金と同額

保険金と同額

保険金と同額

芝?

-122-
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業 務 勘 定

第 1款業務事業収益 収 入

項 目 節 予定額

1.事業収益
千円

1 2.5 0 3 

1.受取補 助金 1 2.2 9 8 

国 者日 支 出 ~ 5.000 
ー ーー

2. 一般会計 補 -助金 ス298

2賦 課 金 202 

1 事 務 費 賦 謀 金 202 

3.受取損害防止 2 

事 業負担金
受取一 樹員都方止事業負担金 2 

4.雑 収 入 、・

雑 入

2事業外 5 1 

収 益
1受 取 矛IJ 恵、

" ー‘

50 
、、

預 金 利 子 5 0 

2.業務引当金戻入

言十 1 2，5 5 4 

‘ト

言党 明

司

ーー

引受面積 X 1 0アール当り賦課金

水 稲 1 2，0 0 0 a X 5 0円 6 0千円

陵 積自 450 X 50 2 
、. 

麦 400 X 50 2 

手し 牛
共済金額 X 1 9ら
4，27 0，0 00円X 0.01 4 2 . 

種 豚
共済金額 X2%

4，8 00;0 0 0円X 0.02 9 6 

".; 

ー一一

ーー

. 

， 

、、

-124- -125-



出

明

ー一_. 
，家畜 70 ，加入者割 20 

職員 2名

(-25否函蚕妄蚕員 4，50 0円X9人×ろ回=72rτo0 
j共匂済連絡員 5，0 o 0円× 47人=235，000

7 ，職員 5 9 

i決算書，納付書，各報告用紙等

|共済新聞，月刊紙，参考図書 ，その他

ー 一一一一一一一

5，0 OOP:lX47人4，50 0 円 X 7人 X 7回 評価員

説
一

一一一一 一

?麦 1水稲 28 ，陸稲 1

一
か
い

↓
会

一

議

事

一
時
一
送
一

(eti
--

一-d
;

、邑

項 自 節 予定額

1.事業費用 1 2，5 3 2 千円

1 . 支 払 賦 課 金 1 2 0 

1.支払 事 務費賦課金 1 2 0 

2.一般管理 費 1 1， 6 7 8 
一一
1.給 料 5，60 8 

2.手 当 等- 4，682 

5 報 酬 357 
iム一一 m 

4 法 定 ネ高 利 費 62 0 
トー

5.旅 費 1 7 6 

6.通 信 ェ塞 搬 費 43 

ス印 席iJ 製 本 費 6 0 

8 備 I商 品 費 6 2 

9. 会 議 費 5 0 

1 O.交 際 費 2 0 

3.普及 推進費 2 0 

1. 事 業 奨 励 費 2 0 

4.損害評価費 6 7 1 
骨 白

1. 報 酬 456 
ーー

2 旅 費 9 1 

ろ会 議 費 64 

4.賃 借 料 60 

支業務事業費用第 1款

その他

-127ー
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項 自 節 予定額
説 明

5.損 害防止費
2 千円

1. 薬 斉IJ 費. 
ー一

2.燃 料 費
ト ヵツ リン、オイ ル等

6.負 ま日 金 司匝

1. 関係機関負担金 4 0 
ハ宅多摩地区農業共済協議会費

一 ー ーー

ス業 務雑 費
.，. 

ー一一

1 業 務 雑 費

2.事業 外 2 

費 用
1.支 払 利

一 一

入 金 矛リ J恵 1 一『

2.業務引当金繰入 ----

1 業務引当金繰入

3予 備 費 2 0 一

1.予 備 費| 2 0 
ト一一一一一一

言十

、砂

• 
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昭和 53年度 目野市農業共済事業計画

区 分 事 項 摘 要

事 業 費

農 作物共 済

(1 )水 稲 共 済 ア ヲ| 戸Pζ2. 戸 数 470 F 

イ ヲ| 戸5ζ2. 面 積 1 2，0 0 0 a 
. 

ウ ヲ| 足J凡ろ嗣 収 亙Eヨ 2 8 6，0 0 0 Kg 

二乙 K9当 り 共 済 金額 270 円

オ 共 済 金 額 7ス11 2，0 0 0 円

ーー

カ 保 険 金 額 1， 1 8 8，0 0 0 

|キ 共 済 接ト 金 額 2，1 5 8，0 0 0 

iL|(例ア一)一一農家 負担 額
9 8 1， 0 0 0 flj 

国庫 負担額 i 1， 1 7スo0 0 fJj 

ク 保 険 料 引000 円

(2)陸 手市 共 済 ア ヲl 戸JιL F 40 戸

イ ヲl 戸Jζ2. 面 積 450 a 

ウ ヲ! 戸~、 収 主長包ヨ 5，400 Kq 

二工 Kq当 り 共済金 額 2 7 0 円

オ 共 済 主A位、¥ 1， 44ス000 円

j; 保 険 金 1 3 1，0 0 0 円

キ 共 済 接} 金 1 6 8，0 0 0 円

(7)一 農家負担額 6 6， 0 0 0 円

い) 国庫負担額 1 0 2，0 0 0 円

ク 保 険 料 2 6，0 0 0 円

区 事 要分 項 摘

(ろ) 麦 ア引受

イ引受面

一戸 数 3 0 戸

積 400 a 

ウ 引 受 収 8，4 0 0 Kq 

ェ Kq当 り 共 済金額

』ヨー

A 

一一

1 5 9 円

オ共済 1， 3 3 6，0 0 0 円
ト目

ヵ 保 険

金

副金 2 8，0 0 0 円

4ス000 flj 

-~-Z家負 担 額
ー一

2 3，0 0 0 円

ー一

2 4，0 0 0 円

ク保 険 2，000 円料

2 家 畜 共当

(1 )乳 牛|ア 引 受

イ 引受頭

ー一

戸 数 3 Jコ

一

数 3 4 頭

ウ共済金 4，2 7 0，00 0 円額

トー

." 
エ共済 掛金額

|肘 農 家 負 弓

I (1) 国 庫 負 担額

53 4，0 0 0 円

2 6ス000 円

2 6ス000 円

ォ保 険 2 6スo0 0 円料

-130一
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区 介 事 項 摘 要
給与費明細書

(2) 種 豚 ア 号| 戸Jζ乙、 F 数 4 戸

イ ヲ| 戸メー， 頭 数 8 0 頭 1.特別職

ウ 共 済 金 額 4，8 0 0，0 0 0 円
給 与 費

エ共 そ斉 掛 金 額 558，000 円

〈ア) 農家負担額 3 3 5.0 0 0 円

区 分 職員数 剛一ーー申戸町一一一一ー一回一目ー 共済費 合計

幸R酬 給料 手職 員当 斜 l 

』一一一一一

れ) 国 庫負担額 22 3，0 0 0 円 長 等
人 千円 千円 千円 千円 千円 千円

一

オ保 険 料 3 3 5，00 0 内 議長 員

職 貝 計 画 損益勘定所属人員 2 名
本年度

~5-;1 その他 1 6 357 。 。 357 。

言十 1 6 357 。 。 357 。357 

一 一
長 等

議 貝

前年度
296仁--その他 1 6 296 。 。 296 。

計 1 6 296 。 。 296 。296 r-r--」ー噌ー-司自ーー一ート一一一一一 時

長 等

議 貝

比 較

その他 。 6 1 。 。 6 1 。 6 1 

言十 。 6 1 。 。 6 1 。 6 1 
』恒 ー--'-__ 一 一一L一一一一一一ー」一一ー一一よ一一一一一
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給与費明 細書

2. 一般 職

(1 )総括

可
「
「

職員数
給 与 費

共消費 備
区分

報 酬 給料 職員手当 言十
合計

2 人
千円 千円 千円 千円 千円 千円

本年度 5，608 4，68 2 1 0，2 9 0 6 2 0 1 0，9 1 0 

前年度 2 5， 1 0 5 4，381 玖486 548 1 0、034
ー-

比較 。 503 3 0 1 804 
t 

7 2 8 

一一一一一一一
扶養手当 1 56 調整手当 503 管理職手当

職員 特殊勤務手当 通勤手当 204 時間外勤務

手当の 宿日i直手当 住居手当 1 32 期末勤勉手

内 訳 退職手当

一般下I職E本職前f員一年年-人F当度度り寸給1与一費ご的丈状45.J況EY44755瓦1玉一一亙一一」一」j 

初任給の 状 況

一般職

5 3年 1月 1日 高校卒 9 2，0 0 0円

現在 大学卒 1 0 4，8 0 0円

5 2年 1月1日 高校卒 8ス000円

現有:: I大学卒
ーー

?呪 300円
日

平均給料月額及び平均年令の状況

区 分 一 般 職

5 3年 1月 1日 平均給料月額 2 2 2，3 0 0円

現在 平均年令 3虫5才-『一一
5 2年 1月 1日 平均給料月額 2 0.2，4 0 0円

現在 平均年令 3 9 才
-・ー

等級別職員数の状況

区 分 一 般 職

5 3年 1月 1日
1等級 0人 4等級 1人

2等級 0人 5等級 0人
現在

5等級 1人 言十 2人

~ 2年 1月 1日
1等級 0人 4等級 T人

2等級 。人 5等級 。人
現在

3等級 1人 言十 2人

l.-一ー，

fll F 

""e1 34ー

(2) 給料及び職員手当の増減額の明細

区分 増減額 増減由額別の増減 説 明 備 考
事由男内訳

千円 千円
給与改定の状況

『

1.給与伴改定
K う 表上 6.0 3~も L f給与改定率 6.7 6 ~ら
増加分 前年度給与改定実施時期

339 実質 6.76% 昭和 52年 4月 1日
予 f給与改定率 3.5% 

の改定 本年度給与改定実施時期
昭和 年 月 日

給
503 2.普通昇給 平均昇給間差×現K在 平均昇給率 2. 7 4 

vcf半う 戦する職員数x1 2ク月 (昇給期 ) (職員数 )

増加分 6，100 円X2人1×4172千月円= 4月 。人

147 。ノ¥
数 10月 2人

1月 D人

料
3.その他介の 度給53(与寺3君改5主%定() 3留5保%額) 【 52年

職員の異動状況

増減
1 7 

(現K在職す )(その他) (計)
る職員数人

1 90干円一173千円=17平円 本前年年度度滅 2A 0人 2人
2人 0人 2人

増 。人 0人 0人

ーートー一一一

1.調増整減手当 調整手当の支給率
の分 4 9 給与改定K伴う増額 (給料+扶養手当十管理職手当)

X8~ら

期予報動勉手当支給率

2期手末当勤の勉 本年度

文文給給期率 6月 1 2月 3月 ー 計
増減分 145 1/ 2.3ク月 3.2ヶ月 0.5ク月 6.0ク月

支支給給前年期率度職 6月 12月 3月剖a

2.4ク月 3.4ヶ月 0.5ク月 6.3ク月

3.扶養手当 2 4 給与改定K伴 う増額 配偶者 (欠配第一千を含む)
貝 の増減介 ス000円を 8，000円、 そのイ也

3 0 1 
4.000円を 4，500円K改定

4.管当理職手
手 の増減 3 7 " 

分

5.住居手当 1 2 5.000円を 5，500円K改定
=、ゴr， の増減分

6.時間外勤 : 時間外勤務の増Kよる
務手当の 5 0 増額
増減分

Zその他の ム 16 通 勤 手 当 ム 16 
増減分

J 
-135ー



昭和 53年度目野市農業共済事業特別会計資金計画

区 介 前年度決算見込額 当年度予算額 増 減

戸3立~ 入 資 金 1 5. 6 7 6. 0 0 cf1 1 8.2 5 3.0 0 0円

受取 補 助金 9，600、000 1 2，0 0 0.0 0 0 2，4 0 0.0 0 0 

一一一

賦 謀 金 1 5 0.0 0 0 2 0 2.0 0 0 5 2.0 0 0 
-ー

受 取利 J息 2 6，0 0 0 5 0，0 0 0 2 4. (J (J 0 
幽一

雑 入 。 1，0 0 0 1， 0 0 0 

事業 勘 定借 ろ，40 0，0 0 0 3，0 0 0，0 0 0 どと).40 0，0 0 0 

繰越現金 2，5 0 0，0 0 0 3，00 0.0 00 5 0 0，0 0 0 

支 払 資 金 1 1， 5 9 4，0 0 0 9，0 8 2，0 0。 ど今2，51 2，0 0 0 

支払賦 課金 9 0，0 0 0 1 2 0，0 0 0 3 0、000

一般 管 理 費 1 0，0 0 0，0 0 0 ス70 0.0 0 0 乙¥2，30 0，0 0 0 
トー一一一一

普及推進費 2 0，0 00 2 0.0 0 0 。
損害評 価 費 1 5 0，0 0 0 6 7 1. 0 0 0 5 2 1. 0 0 0 

負 担. iii 2 5，0 0 0 4 0，000 1 5，0 0 0 

支払利息 。 1，0 0 0 1， 0 0 0 
トー

支払 拠 出 金 。 。 。
未 払 金 史o0 0 1 0，0 0 0 1，0 0 0 

事業勘定繰入 。 。 。
事業 勘 定 貸 1， 3 0 0，0 0 0 5 0 0，0 0 0 ρs 0 0，0 0 0 

ーー

予 費 。 2 0.0 0 0 2 0，0 0 0 

差 ヲ| 4，0 8 2，0 0 0 
h、

9，1 7 1， 0 0 0 5，0 8吹000
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昭和 53年度日野市農業共済事業予定貸借対照表

項 目
農作物 家 一J日+ヨh ー-

業務勘定 、主時J公也、 令 守
共済勘定 共済勘定

一 ー

1.流 動 資 産 円 円 円 円

(1 ) ~l 金 預 {fr: 。 。 : 9，1 71，000 9，.1，7 'i，O 0 0 

一- '一

流動資産計 。 ，0 矢171;000 

資 産 メ口b、 。 9，1 71，0 q 0 9，1 71，0 [) 0 

一ト一一一一一一一一ー一一一一一一一一トー一一一一一一---.. ー一一ー・一

2.流 動 負 債

(1 ) 未 今iλ f金 [J 。 10刀CJO 1 0，00 (] 

「ー一γ一一一一一一
‘ー(2) 責 任 準備金 () 。 1 2，00 D 1 2，0 [J [J 

ー一 ト一一ー一一一ーーーーー一一一一一

流動負債計 。 。 22，00'0 22，00 (J 

3. !tii 定 負 債
白‘

(1 ) 業務引当金 。 。 1， (] (] [) 1， (] (] 0 

一ー一一一
間 定 負 債 計 。 。 1， (J 00 1，000 

負債 合 言十 。 。 23，0 U 0 23，000 

i 
ーー一一一

4資 本

(1 ) 乗Ij 余 金 。 。 9，1 48;0 (J 0 引148，000
ド-田

一一
負債資本合計 。 。 史171;000 引171，00 (J 

一 一 L 
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昭 和 5 3年度 予定損益計算書
項 目 農併拶疑璃旋 家畜共済勘定 業務勘定 総 メ口〉、

(昭和 53年 4月 1日~昭和 54年 3月 31日〉 事業費用合計 2，434，ooF 2M200? 1 0，854，0品 1 5，3 8 0，0 0 b3 

項 目 農併が疑言奇跡主 家畜共済勘定 業務勘定 総 メ口L 事業利益〈損失) 1，000 。 どミ 2矢000 6 28，000 

事 業 収 益 円 円 円 円 3. 事業外収益

1 )共 済 提ト えミ~ 1，070，000 602，000 。 1，672，000 1 )受 取 利 J息 。 。 50，000 50，000 

2 )保 険 メ~ 1，34ス000 1，490，000 。 2，83ス000
ー

2 )業務引当金戻入 。 。 1，000 1，000 
ー 一トー一

3 )責任準備金 1 2，000 。 。 1 2，000 。 。 51，000 51，000 

4 )ノ備不足金金戻入てん補準 3，000 。 () 3，000 
申一 一 一 一 一 一ト一一一一ー一

当年度純利益 1，000 。 22，000 23，000 
、‘

5 )特別積立金戻入 3，000 。 。 3，000 
4. 事 業 外 費 用

6. )受取補助 金 。 。 1 0，6 0 O，() 0 0 1 0，600，000 

1 ) 業 務 支 払 利 息 。 。 1，000 1，000 
7 )賦 課 X丹E、E、 。 。 222，0.00 222β00 

8 )受業取負担損害金防止事 。 。 2，000 2，000 

9 )業務雑収 入 。 。 1，000 1，000 

2 )業務引当金繰入 。 。 1，000 1，000 
トー

τ7 ー一

事業外費用合計 。 2，000 2.0 0 0 

事 業収益合計 2，4 3 5，000 2，092，000 1 0，82 5，00(J 1 5，3 5 2，0 0 (J 5. 予 {蒔 費 1，000 。 20.000 21，000 

2. 事 業 費 用

1 )保 険 金 ろス000 602，000 。 639，000 

一 一 一+ーーー一ー一一ーー

干|当年度純利益 。 。 u 
ーー 。下j 当年一 … λ こL

2 )共 t斉 金 2，373，000 1，490，000 。 3，863，000 

3 )無 事 戻 金 3，000 。 。 3，000 
句ヤ

4 )責任準備金繰入 21，0 () 0 。 。 21，000 

5 )支払賦課 金 。 。 1 20，000 1 20，000 

(; )一般管理 費 。 。 1 0，0 0 0，0 0 0 1 0，000，000 

7 )普及推進 費 。 。 20，000 20，000 

8 )損害評価 費 。 。 671，000 671，000 

9 )損害 防 止 費 。 。 2β00 2，000 

1 0 )負 担 ノ:司¥7. 。 。 40，000 40，000 

11 )業 務 雑 費 。 。 1，000 1，000 
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